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と機能を大きくし、さらに「映像系のョコスライド」を装備して天板のスライドをなくしました。 

"設釅スペースが絶対的に狭い検診車にスペース効率良く搭載でき、しかも検診効率を良くし 

画質を向上させる。" 

この日立のコンセブ卜をさらにつきつめた 

のが「スーパーアイランド」です。 
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〔日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会機関紙〕！部頒布定 1〔亍共〕 

題字，黒川利雄先生 

発行所 
日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 
関 東 甲 信 越 地 方 会 
(亍 1 7 0東京都豊島区西巣鴨 1 - 9 - 3 
- 0 0 0 0井合ビル 1ド 
発行兼関東甲信越地方会 
編集者編集委員会 

第5 6回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会は平成10年9月2 6日、全電通労働会館に 

於いて、多摩がん検診センター細井董三会長により開催された。当日も天候不順な気候であった力く 

各地からの参加者で会場は空席が見当たらない盛会になった。 

接
X
線
撮
影
を
組
み
合
わ
せ

 ̂

，
查
4̂は
、
両
埃
査
法
の
長
:̂ 

を
有
効
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
 

き
、
胃
が
ん
検
診
の
費
用
効
果
 

比
向
上
に
適
す
る
と
考
え
ら
れ
 

る
。
地
方
会
で
ぺ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
 

ン
検
査
法
検
討
委
員
会
を
設
置
 

す
る
よ
う
」
提
案
さ
れ
た
。
 

二
つ
は
、
「
胃
集
検
に
お
け
る
 

後
継
者
育
成
の
現
状
と
問
題
点
」
 

の
早
期
胃
癌
検
診
協
会
の
北
川
 

ま
ゆ
み
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
の
、
 

「
胃
集
検
の
撮
影
方
式
等
に
つ
い
 

て
、
こ
れ
ま
で
地
方
会
の
間
接
 

撮
影
標
準
化
委
員
会
答
申
が
あ
 

り
、
そ
れ
に
従
い
各
地
で
胃
集
 

検
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

こ
れ
を
再
検
討
す
る
時
期
で
は
 

な
い
か
」
と
し
て
、
改
め
て
胃
が
 

ん
検
診
標
準
造
影
方
式
を
再
検
 

討
す
る
委
員
会
を
作
る
よ
う
提
 

言
さ
れ
た
。
 

三
つ
は
、
同
じ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

の
海
老
根
精
一
一
指
定
発
言
者
か
 

ら
の
「
技
師
に
対
す
る
下
部
消
 

化
管
造
影
研
修
も
十
分
行
わ
れ
 

て
い
な
い
現
状
で
、
既
に
放
射
 

線
技
師
が
各
施
設
で
下
部
消
化
 

管
造
影
を
行
つ
て
い
る
。
こ
の
 

こ
と
か
ら
事
故
等
の
不
測
の
事
 

態
が
発
生
し
な
い
と
も
限
ら
な
 

い
。
そ
れ
に
対
処
す
る
法
的
問
 

題
等
の
検
18員
会
の
設
置
と
，
 

下
部
消
化
管
造
影
技
術
研
修
会
 

の
開
催
を
急
ぐ
よ
う
」
提
案
が
 

あ
っ
た
。
 

四
つ
は
、
超
音
波
検
査
に
携
 

わ
る
放
射
線
技
師
会
員
よ
り
、
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
に
超
音
波
 

|̂
査
の
会
員
を
増
や
し
、
超
音
 

波
部
会
を
組
織
す
る
よ
う
意
見
 

が
出
さ
れ
た
。
 

令

次

回

山

崎

宽

I
郎

会

長
 

メ
ッ
セ
Iジ
 

閉
会
に
は
、
モ̂
医̂
師
会
加
 

部
吉
男
先
生
よ
り
、
次
回
山
崎
 

寛
一
郎
会
長
の
メ
ッ
セ
I
ジ
が
 

読
み
上
げ
ら
れ
た
。
 

「
次
回
の
第
Î
回
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
は
、
平
成
：
：
年
3月
6
 

日
(
土
曜
)
浦
和
巿
に
あ
る
県
 

民
健
康
セ
ン
タ
︱
で
開
催
い
た
 

当
日
は
、
特
別
講
演
を
「
今
 

後
の
消
化
器
が
ん
検
診
に
つ
い
 

て
考
え
る
」
と
題
し
て
、
医
師
 

の
立
場
で
、
東
北
大
学
医
学
部
 

長
久
道
茂
先
生
に
、
行
政
の
 

立
場
か
ら
、
厚
生
省
老
人
保
健
 

課
の
西
山
課
長
に
ご
講
演
頂
く
 

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
 

で
、
是
非
、
各
県
か
ら
多
数
の
 

先
生
方
に
、
ご
参
加
い
た
だ
き
 

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

終
わ
り
に
第
お
回
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
の
開
催
、
運
営
に
ご
尽
 

力
賜
り
ま
し
た
、
多
摩
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
心
か
 

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
 

次
回
も
埼
玉
県
医
師
会
と
し
て
 

精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
こ
と
 

を
お
誓
い
申
し
上
げ
て
閉
会
の
 

こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。
」
 

し
た
お
例
」
。
⑩
癌
研
付
11̂
 ̂

の
牟
田
仁
彦
演
者
は
「
^̂
 

的
粘
膜
切
除
に
よ
つ
て
救
命
可
 

能
な
癌
の
発
見
だ
け
で
は
な
く
、
 

ク
オ
リ
テ
ィ
！
ォ
ブ
-ラ
イ
フ
 

に
も
貢
献
で
き
た
」
。
⑪
神
奈
川
 

県
厚
木
病
院
の
村
西
久
幸
演
者
 

は
「
0：
本
消
化
管
撮
影
研
究
会
 

が
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
 

微
小
な
病
変
を
発
兌
し
ょ
う
と
、
 

間
接
胃
部
造
影
の
枚
数
、
撮
影
 

体
位
、
撮
影
順
序
な
ど
変
化
が
 

み
ら
れ
る
」
。
@神
奈
川
県
労
働
 

衛
生
福
祉
協
会
の
小
玉
光
也
演
 

者
は
「
一
一
重
造
影
主
体
の
撮
 

影
」
。
⑩
癌
研
付
属
病
院
の
松
本
 

史
樹
演
者
は
「
直
接
撮
影
で
の
 

病
変
描
出
の
た
め
の
3
6
0
度
 

3回
転
、
；
5枚
撮
影
法
」
。
⑭
社
 

会
保
険
中
央
総
合
病
院
の
奥
田
 

圭
ー
一
演
者
は
「
偽
陰
性
例
の
^
 

お
が
X
線
：
与
真
で
の
描
出
不
 

良
」
。
⑩
代
々
木
病
院
の
小
野
寺
 

礼
子
演
者
は
「
胃
X
線
写
真
と
 

内
視
鏡
検
査
の
比
較
」
。
⑯
日
本
 

健
康
倶
楽
部
千
葉
支
部
の
日
原
 

俊
彦
演
者
は
「
使
用
バ
リ
ウ
ム
 

の
適
性
量
」
。
⑰
東
京
都
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
̶
の
齋
藤
弘
巳
演
者
 

は
「
究
泡
剤
を
バ
リ
ウ
ム
で
飲
 

用
さ
せ
る
効
果
」
。
⑱
多
摩
が
ん
 

検
診
セ
ン
タ
̶
の
菊
地
好
子
演
 

者
は
「
胃
集
団
検
診
の
品
質
管
 

理
」
の
各
研
究
報
告
が
あ
っ
た
。
 

午
後
か
ら
、
東
京
都
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
̶
西
沢
護
先
生
の
 

「
胃
癌
の
自
然
史
」
の
特
別
講
 

演
、
と
亀

総̂
合
病
院
附
属
幕
 

張
ク
リ
ニ
ッ
ク
土
井
偉
誉
先
生
 

体
位
変
換
に
よ
つ
て
粘
膜
面
 

を
洗

:̂し
て
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
 

を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
 

量
が
多
い
ほ
ど
い
い
に
き
ま
つ
 

て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
 

充
盈
法
に
要
す
る
バ
リ
ウ
ム
の
 

量
と
の
絡
み
で
一
〇
〇
ー
ぉ
三
 

〇
〇
〜
一
一
百
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
 

ル
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

確
か
に
、
こ
れ
以
上
多
く
な
る
 

と
、

一̂
重
造
影
像
の
有
効
面
積
 

が
極
端
に
小
さ
く
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
北
米
で
開
発
さ
れ
た
 

バ
リ
ウ
ム
は
一
一
〇
〇
"！
ぉ
で
一
一
 

〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か
、
そ
れ
 

以
下
で
す
か
ら
粘
膜
面
の
洗
浄
 

か
ら
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
に
い
た
 

る
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
な
し
と
は
 

の
「
消
化
管
撮
影
の
質
的
向
上
 

を
求
め
て
」
の
教
育
講
演
が
 

あ
っ
た
。
 

令
胃
が
ん
検
診
を
継
ぐ
者
は
 

続
い
て
、
将
号
の
特
集
と
し
 

た
今
学
会
の
メ
ー
ン
と
も
い
う
 

ベ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
厶
「
胃
集
検
 

に
お
け
る
後
継
者
育
成
の
現
状
 

と
問
題
点
」
が
、
癌
研
付
属
病
院
 

の
馬
場
保
昌
先
生
と
東
京
都
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
の
小
沢
元
美
 

先
生
の
座
長
で
開
か
れ
、
各
シ
 

ン
ポ
ジ
ス
ト
よ
り
発
表
が
あ
つ
 

た
後
、
神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
 

祉
協
会
海
老
根
精
一
一
先
生
よ
ぶ
 

指
定
発
言
、
早
期
胃
癌
検
診
51
 

会
中
央
診
療
所
市
川
平
三
郎
I 

生
よ
り
特
別

言̂
が
あ
っ
た
。
 

令
三
委
員
会
と
I部
会
設
置
 

の
提
言
 

第
；
回̂
学
会
の
特
徴
と
し
て
、
 

演
者
ゃ
驅
長
よ
り
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
の
今
後
の
事
業
活
動
に
 

と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
示
唆
 

が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
 

一
つ
は
、
一
般
演
題
0の
群
 

馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
今
井
貴
 

子
座
長
の
、
「
ぺ
プ
シ
ノ

 

̶

ゲ

ン
 

検
査
法
検
討
委
員
会
設
置
」
の
 

提
言
で
あ
る
。
今
井
貴
子
座
長
 

は
「
胃
が
ん
検
診
に
関
し
て
は
、
 

費
用
効
果
を
め
ぐ
り
議
論
が
盛
 

ん
で
あ
る
が
、
胃
が
ん
検
診
の
 

有
効
性
を
広
く
認
識
さ
せ
る
に
 

は
、
検
診
率
向
上
と
ス
ク
リ
I
 

二
ン
グ
に
適
し
た
方
法
を
組
み
 

合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

血
中
べ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
値
と
間
 

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
だ
け
の
量
が
検
査
を
 

行
っ
て
い
る
間
は
つ
ね
に
胃
内
 

に
存
在
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
 

で
し
よ
う
が
、
体
位
変
換
す
れ
 

ば
そ
の
度
に
バ
リ
ウ
ム
は
十
一
一
 

指
腸
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
を
防
ご
う
と
す
れ
 

ば
、
今
度
は
、
田
心
い
切
つ
た
体
変
 

換
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
 

胃
角
部
か
ら
幽
門
輪
ま
で
の
パ
 

リ
ウ
ム
の
付
着
は
極
端
に
悪
く
 

な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
一
一
指
腸
球
 

部
を
評
価
で
き
る
画
像
が
少
な
 

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
事
実
、
 

癌
研
病
院
で
技
師
達
が
撮
影
し
 

た
画
像
に
は
そ
の
兆
候
が
現
れ
 

て
い
ま
し
た
。
 

集
団
険
診
で
は
高
農
度
氐
粘
 

性
の
使
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
 

る
べ
き
で
し
よ
、
つ
か
。
少
な
く
 

と
も
、
現
在
の
七
枚
撮
影
法
と
 

撮
影
体
位
は
こ
の
バ
リ
ウ
ム
に
 

は
な
じ
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

充
盈
像
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
は
確
か
な
こ
と
で
す
。
こ
 

の
こ
と
ひ
と
つ
を
と
つ
て
も
現
 

状
の
標
準
撮
影
方
式
は
変
更
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
 

異
常
所
見
の
指
摘
は
、
ほ
と
 

ん
ど
の
場
合
、
一
一
重
造
影
像
で
 

な
さ
れ
て
い
る
と
い
、
つ
テ
）1
タ
 

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
七
枚
す
ベ
 

て
を
一
一
重
造
影
像
に
す
る
こ
と
 

も
ひ
と
つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
 

私
が
憂
慮
す
る
の
は
、
長
い
 

間
標
準
化
さ
れ
て
き
た
撮
影
法
 

の
根
幹
が
現
在
す
で
に
崩
壊
し
 

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
 

の
こ
と
を
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
が
問
題
に
し
て
い
な
い
こ
と
 

で
す
。
こ
れ
ま
で
と
コ
ン
セ
プ
 

ト
が
ま
つ
た
く
異
な
る
バ
リ
ウ
 

ム
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
 

検
診
の
精
度
管
理
つ
い
て
も
新
 

た
な
視
点
か
ら
の
見
直
し
が
必
 

要
で
し
ょ
う
。
我
々
の
関
東
甲
 

信
越
地
方
会
で
も
こ
の
問
題
を
 

真
剣
に
考
え
て
み
ょ
う
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
 

視

点
 

標
準
撮
影
方
式
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
 

最
近
は
、
高
濃
度
氐
粘
生
の
 

：
リ
ウ
ム
が
流
行
し
て
い
ま
 

す
。
間
接
X
線
撮
影
で
も
、
直
 

接
X
線
撮
影
で
も
こ
の
種
の
バ
 

ノ
ウ
ム
を
使
う
傾
向
に
あ
る
よ
 

ノ
で
す
。
先
日
、
千
葉
巿
で
開
 

催
さ
れ
た
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
に
お
い
て
も
、
髙
濃
度
低
粘
 

性
の
バ
リ
ウ
ム
が
主
流
に
な
つ
 

て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
 

実
を
言
う
と
、
私
自
身
は
、
 

代
表
世
話
人
代
行

 

1
.
^
1

 ̂

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
長
 

こ
の
バ
リ
ウ
ム
を
日
本
で
最
初
 

に
使
っ
た
一
人
で
は
な
い
か
と
 

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
 

す
で
に
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
 

で
す
か
ら
、
こ
の
バ
リ
ウ
ム
の
 

感
触
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ま
し
 

た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
 

こ
れ
で
い
い
の
か
、
と
い
う
疑
 

問
と
と
も
に
当
時
の
記
憶
が
少
 

し
甦
つ
て
き
ま
し
た
。
 

と
い
、
つ
の
は
、
も
と
も
と
こ
 

の
造
影
剤
は
北
米
で
開
発
さ
れ
 

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
一
一
 

重
造
影
法
専
用
と
い
う
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
と
は
異
 

な
り
、
北
米
で
は
ひ
と
つ
の
検
査
 

の
な
か
で
粘
膜
法
ゃ
充
盈
法
、
そ
 

し
て
一
一
重
造
影
法
を
組
み
あ
せ
 

て
検
査
が
完
成
す
る
と
い
う
田
れ
 

想
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
一
重
造
影
法
 

以
外
の
検
査
法
は
シ
ン
グ
ル
コ
 

ン
ト
ラ
ス
ト
法
と
呼
び
、
両
者
の
 

優
劣
が
比
較
が
な
さ
れ
た
時
代
 

が
あ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
 

^
萎
縮
性
胃
炎
は
、
 

画
年
令
か
ら
く
る
一
 

―
種
の
胃
粘
膜
が
萎
 

^
縮
し
て
薄
く
な
る
 

こ
と
で
、
歳
を
と
る
と
 

多
く
の
人
は
萎
縮
性
胃
炎
に
な
 

り
、
萎
縮
性
胃
炎
か
ら
胃
癌
に
 

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

血
液
中
に
「
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
」
 

と
い
う
消
化
酵
素
の
元
に
な
る
 

物
質
が
あ
り
、
そ
の
殆
ど
は
III 

粘
膜
か
ら
分
泌
さ
れ
、
ご
く
僅
 

か
が
血
液
に
も
含
ま
れ
る
の
で
、
 

小
量
の
血
液
検
査
で
胃
粘
膜
の
 

蒌
縮
度
を
測
定
で
き
ま
す
。
こ
 

の
方
法
が
胃
癌
検
診
に
用
い
ら
 

わ
て
し
ま
す
 

し
か
し
、
東
京
医
大
霞
ケ
浦
 

病
院
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
研
究
班
よ
 

り
、
手
術
前
の
進
行
癌
や
早
期
 

癌
患
者
を
纣
象
に
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
 

ン
検
査
法
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
 

高
齢
者
に
多
い
分
化
型
癌
で
は
 

癌
の
認
識
は
約
3ぉ
、
未
分
化
 

型
癌
で
は
"あ
に
過
ぎ
ず
、
若
 

年
層
に
多
い
癌
を
半
分
近
く
、
 

場
合
に
よ
つ
て
は
そ
れ
以
上
見
 

落
と
す
と
、
臨
床
検
査
結
果
の
 

発
表
が
あ
り
、
欠
陥
が
明
ら
か
 

に
さ
れ
ま
し
た
。
 

ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
で
「
陰
 

性
」
だ
か
ら
、
胃
癌
の
心
配
は
な
 

い
と
信
じ
て
は
だ
め
で
、
ま
た
、
 

半
分
近
く
が
「
陽
性
」
に
な
る
の
 

で
、
改
め
て
X
線
検
査
か
内
視
 

鏡
検
査
を
受
け
る
、
」
と
に
な
り
、
 

検
査
は
一
一
度
に
費
用
も
一
一
重
に
 

な
り
ま
す
。
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
 

査
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
 

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
 

時
点
で
は
胃
癌
検
診
に
ぺ
プ
シ
 

ノ
ゲ
ン
検
奄
だ
け
で
十
分
と
は
 

い
え
ま
せ
ん
。
 

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
報
道
に
よ
 

り
一
般
に
は
、
ぺ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
 

に
よ
る
胃
癌
検
診
は
万
全
で
あ
 

る
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
が
、
X
線
検
査
な
ら
 

施
設
に
よ
る
検
査
技
術
の
差
が
 

あ
る
と
は
い
え
、
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
 

ン
検
査
よ
り
は
高
い
確
韦
で
癌
 

の
存
在
を
診
断
で
き
、
費
用
も
 

安
く
済
み
ま
す
。
ぺ
ブ
シ
ノ
ゲ
 

ン
検
査
と
X
線
検
査
ま
た
は
内
 

視
鏡
検
査
を
同
時
に
施
行
す
る
 

こ
と
が
本
筋
だ
と
思
い
ま
す
。
 

(海
老
根
精
一
じ
 

令
|
般
演
題
1
8
題
と
講
演
 

午
前
は
一
般
演
題
"題
の
発
 

表
が
あ
っ
た
。
①
早
期
胃
癌
検
 

診
協
会
の
山
田
弘
铯
演
者
は
 

「
胃
部
間
接
撮
影
の
描
出
能
は
 

直
接
撮
影
に
劣
っ
て
い
な
い
」
。
 

②
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
医
務
室
 

の
下
屋
正
則
演
者
は
「
自
衛
隊
 

で
の
211集
検
の
成
績
と
、
胃
癌
 

発
見
の
必
要
経
費
と
そ
の
計
算
 

に
つ
い
て
も
触
れ
た
」
。
③
熊
 

谷
総
合
病
院
の
遠
藤
正
人
演
者
 

は
「
検
診
例
と
非
検
診
例
を
比
 

較
し
、
検
診
阏
は
5
 .1

 
；

：

"
さ

6
 

の
早
い
症
例
が
多
く
、
予
後
も
 

大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
た
」
。
 

④
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
の
會
繁
 

徹
昭
演
者
は
「
読
影
医
の
個
人
 

評
価
を
点
数
化
の
試
み
」
。
⑤
 

練
馬
区
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
I 

の
今
野
重
光
演
者
は
「
対
象
区
 

民
X万
人
に
対
し
胃
が
ん
検
診
 

受
診
は
5
ぉ
、
精
検
受
診
率
 

リ
1
4
ぉ
で
精
度
管
理
上
問
題
 

が
あ
る
」
。
⑥
群
馬
県
健
康
づ
 

く
り
財
団
の
茂
木
文
孝
演
者
は
 

「
ぺ
プ
シ
ノ
 
Iゲ
ン
法
で
、
幽
 

門
前
庭
部
の
陥
凹
型
早
期
癌
が
 

偽
陰
に̂
な
り
や
す
い
」
。
⑦
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
の
 

志
賀
俊
明
演
者
は
「

齢̂
者
の
 

胃
集
検
法
と
し
て
ぺ
プ
シ
ノ
I
 

ゲ
ン
法
は
有
用
な
険
査
法
」
。
 

⑧
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
 

の
松
本
悟
演
者
は
「
造
影
写
真
 

に
異
常
を
指
摘
さ
れ
発
見
さ
れ
 

た
早
期
食
道
癌
」
。
⑨
安
房
医
 

師
会
病
院
の
原
久
弥
演
者
は
 

「
進
行
癌
の
ま
ま
2年
間
生

;̂ 

霸
疆
19̂「
リ
：
；
：
；
：
陽
翻
 

瞿
羈
鳙
11：
ぷ
霸
豳
 

國
陽
釅
瞻
に
I羅
.11111
 

黼
黼
~矗
ー
瞧
,-ー
一
層
曆
 



平成1 0年 1 2月 1日 胃 集 検 通 信 

上部消化管検査への医師の関心度の推移 

@大学教育の場の変遷 
@技術の習得の難易度 
@画像記録の違い（見逃しの恐怖） 
@機器の経済性 

検診に携わる医師の業務 

間接撮影担当]《 

精密検査担当I《 

消化器科医師 4名 

ダブルチ Iック方式 

消化器料医師 7名 

-乂線診断，内視鏡^外来 

症例検討会 
2回/月 

胃病理医，消化器抖医師， 

^研修医，放射線技師-

看護婦，保健婦，実地医家 

看 護 婦 

釅 0 

検診の精度管理とシステムへの参加 

表5茨城県における胃がん検診読影判定基準 

判 定 基 準 ^ 

0 読影不能。 

1 全く異常のないもの。 

2 軽度の異常を認めても、精桟は不要と判定したもの。 
3 病変の存在を疑い精検を要すると判定したもの。 
確実に存在する良性疾患であると判断しても 

治療目的を含め精検を要すると判定したもの。 

不確実所見 

4 病変を確実に指摘でき悪性を疑い精検を要すると 

判定したもの。 

確実所見 

5 病変を確実に指摘でき悪性を非常に強く疑うと 

判定するか、確実に悪性であると判定したもの。 

確実所見 

悪性を疑う程度は5〉4〉3で強くなる。 

表1(財）茨城県総合健診協会における読影形式 

ダブルチエック（同時、異時） 1回：約 2 5 0人 

性、年齢、受診歴、前年度所見等読み上げあり。 

平成9年度胃がん検診読影実施状況 

検診人員 1 0 1， 6 2 9人 

読影回数 内部医師6内部医師8タ〖音8医66 計 

同時 1 5 4 9 5 6 3 3 1 2 

異時 4 8 1 9 1 3 7 2 0 4 

計 2 0 2 1 1 4 2 0 0 5 1 6 

表2読影医師年齢分布 
1998.9現在 

人数 割合。/。 

30歳代 1 2.2 

40歲代 2 0 4 4 . 4 

50歳代 11 2 4 . 4 

60歳代 1 0 2 2 . 2 

70歳代 3 6.8 

計 4 5 1 0 0 . 0 

平均年齢 5 2， 9± 1 0， 8 8歳 

表3読影医師経験年数分布 

平 均 年 数 1 3 . 5 年 

表 4 読 影 医 師 フ ィ ー ド バ ッ ク 提 示 内 容 

〇〇〇〇〇先生 

1 〉 読 影 回 数 回 （ 同 時 回 ： 異 時 回 ） 2 〉 読 影 件 数 5 

3 〉 発 見 癌 数 件 4 〉発見癌症例番号 5 〉判定 5で癌以外症例番号 

6 〉 発 見 進 行 癌 前 年 度 読 影 状 況 件 関 連 症 例 番 号 

保
健
婦
看
護
婦
 

の
ス
タ
ッ
フ
 

の
仕
事
の
内
 

容
を
把
握
し
、
 

効
率
の
良
い
 

有
意
義
な
検
 

診
を
考
え
て
 

い
か
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
 

絶
え
ず
最
新
 

の
医
学
情
報
 

を
も
と
に
し
 

た
指
導
的
立
 

場
の
意
見
を
 

提
供
す
る
こ
 

と
が
必
要
で
 

あ
る
。
 

図
3
に
は
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

立
場
で
の
シ
 

ス
テ
ム
へ
の
 

参
加
の
認
識
 

を
示
し
て
あ
 

る
。
こ
れ
ら
を
 

総
合
し
て
医
 

師
の
後
継
者
 

育
成
を
考
え
 

る
と
き
、
医
師
 

自
ら
読
影
能
 

力
を
み
が
く
 

努
力
を
す
る
 

こ
と
は
も
ち
 

ろ
ん
で
あ
る
 

が
、
放
射
線
技
 

師
に
は
、
内
視
 

鏡
で
は
十
分
 

観
察
で
き
な
 

い
よ
う
な
部
 

位
(
例
え
ば
、
 

胃
体
部
後
壁
 

な
ど
)
の
目
が
 

覚
め
る
よ
う
 

な
X
線
画
象
 

を
提
供
し
て
 

も
ら
う
こ
と
、
 

他
の
ス
タ
ツ
 

フ
に
は
、
が
ん
 

発
見
率
の
高
 

、
さ
困
0
耗
 

レ
55

 

^
ク

 ̂

約
や
検
診
の
 

ス
ム
︱
ズ
な
 

流
れ
の
考
慮
、
 

検
診
成
績
の
 

資
料
の
迅
速
 

な
提
供
な
ど
 

に
協
力
し
て
 

も
ら
、
つ
こ
と
 

が
必
要
で
あ
ろ
ス
 

「
専
門
医
で
さ
え
「
日
本
で
胃
が
ん
が
少
な
く
な
つ
た
」
と
思
つ
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
れ
は
 

全
く
の
間
違
い
だ
。
「
胃
が
ん
は
増
え
て
い
る
。
胃
が
ん
で
死
ぬ
人
が
少
な
く
な
つ
た
の
だ
」
。
 

マ
ス
コ
ミ
で
も
「
日
本
で
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
減
っ
た
の
は
、
塩
分
の
摂
取
量
が
減
っ
た
 

か
ら
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
こ
の
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
が
体
を
張
っ
て
胃
集
検
 

を
や
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
今
、
「
遺
伝
子
治
療
」
が
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
遺
伝
子
治
療
 

で
が
ん
が
治
る
」
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「
治
る
か
治
ら
な
い
か
」
は
こ
れ
か
ら
何
年
 

も
後
の
話
だ
。
し
か
し
、
日
本
で
胃
癌
に
よ
る
死
亡
が
減
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
だ
。
そ
れ
を
 

や
っ
て
き
た
の
は
こ
こ
に
い
る
我
々
な
の
だ
。
胃
が
ん
の
早
期
発
見
が
如
何
に
必
要
か
、
必
ず
 

わ
か
る
時
代
が
来
る
。
そ
の
と
き
に
胃
が
ん
検
診
が
だ
め
に
な
つ
て
い
て
は
い
け
な
い
」
。
 

最
後
に
特
別
発
言
さ
れ
た
市
川
平
三
郎
先
生
の
言
葉
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。
 

胃
集
検
に
お
け
る
後
継
者
育
成
の
現
状
と
問
題
点
 

横
浜
市
立
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
 

今

村

清

子
 

【
は
じ
め
に
】
 

胃
集
検
に
お
け
る
医
師
の
役
 

割
は
、
X
線
撮
影
と
読
影
の
み
 

で
な
く
、
検
診
の
精
度
管
理
の
 

た
め
に
シ
ス
テ
ム
全
体
の
把
握
 

を
行
い
、
効
率
を
考
え
た
検
診
 

を
勧
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
 

：
か
し
、
現
状
で
は
こ
の
役
割
 

を
伝
え
て
い
く
人
材
の
育
成
は
 

十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
 

以
下
に
、
後
継
者
と
な
る
べ
き
 

医
師
の
読
影
の
レ
ベ
ル
と
、
他
 

の
ス
タ
ッ
フ
と
の
診
療
行
為
に
 

対
す
る
思
想
上
の
違
い
な
ど
を
 

中
心
に
し
て
問
題
点
と
対
策
に
 

つ
い
て
述
べ
る
。
 

【
上
部
消
化
管
検
査
へ
の
医
師
 

の
関
心
度
の
推
移
】
図
ー
 

現
在
、
多
く
の
大
学
教
育
の
 

場
で
消
化
器
疾
患
の
診
断
の
主
 

体
が
内
視
鏡
に
な
つ
て
い
る
。
 

理
由
は
技
術
の
習
得
が
X
線
検
 

査
に
比
し
短
期
間
に
出
来
る
こ
 

と
、
生
検
や
治
療
が
问
時
に
出
 

来
る
こ
と
、
画
像
が
カ
ラ
︱
で
 

あ
る
た
め
診
断
が
よ
り
容
易
で
 

あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
X
線
撮
影
の
主
 

役
は
放
射
線
技
師
に
移
り
、
撮
 

影
の
機
会
が
減
少
し
た
医
師
の
 

読
影
力
は
ま
す
ま
す
低
下
し
て
 

し
ま
う
。
ま
た
、
画
像
の
記
録
性
 

は
X
線
写
真
の
方
が
客
観
性
が
 

あ
る
た
め
、
読
影
者
は
絶
え
ず
 

見
逃
し
の
恐
怖
を
持
た
な
け
れ
 

ば
な
ら
ず
読
影
へ
の
興
味
は
減
 

退
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
将
来
実
地
医
家
と
し
 

て
独
立
す
る
場
合
は
、
内
視
鏡
 

の
機
器
の
方
が
X
線
装
置
よ
り
 

安
価
に
設
備
で
き
る
こ
と
も
魅
 

力
を
減
じ
て
い
る
理
由
の
一
つ
 

に
挙
げ
ら
れ
る
。
 

知
 

ぶ
 

な

 ̂

夫
I 

ェ
の
 

の
設
 

影

 ̂

賺
加
 

奔
の
 

影

 ̂

ほ

 ̂
学
 

【
検
診
に
携
わ
る
医
師
の
業
 

務
】
 

当
施
設
で
は
、
図
2に
示
す
 

よ
う
に
、
消
化
器
内
科
の
医
師
 

4
名
が
間
接
撮
影
担
当
で
ダ
ブ
 

ル
チ
ェ
ッ
ク
方
式
に
よ
り
読
影
 

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
 

医
師
も
含
め
7
名
の
医
師
が
精
 

密
検
査
担
当
と
な
り
、
直
接
：
" 

線
の
診
断
、
内
視
鏡
検
査
、
結
果
 

報
告
外
来
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
 

発
見
が
ん
症
例
の
ほ
と
ん
ど
は
 

月
2
回
の
症
例
検
討
会
に
提
出
 

さ
れ
病
理
医
、
消
化
器
内
科
医
 

師
、
研
修
医
、
放
射
線
技
師
、
看
 

護
婦
、
保
健
婦
、
近
隣
の
実
地
医
 

家
な
ど
の
参
加
の
も
と
に
間
接
. 

慮
 

考
 

が ん 検 診 の 流 れ の 把 握 
受 診 者 の 希 望 に そ つ た 方法 を-

が ん 生 知 の 睹 問 題 と 相 談 の窓 

有 効 か つ 簡 便 な 問 診 の X 夫 

受 診 者 の 啓 発 と 初 回 者 の 開拓 

が ん 検 診 の 費 用 効 果 分 析 

が ん 患 者 の 予 後 の 追 

デ一 タ 管 理 から 資 料 作 成ま で 

婦

職
 

直
接
撮
影
の
フ
ィ
ル
ム
、
内
視
 

鏡
フ
ィ
ル
ム
、
病
理
の
マ
ク
ロ
 

ミ
ク
口
標
本
な
ど
の
資
料
で
検
 

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
業
務
の
中
で
51！
集
 

検
の
後
継
者
と
し
て
最
も
大
切
 

な
こ
と
は
、
間
接
撮
影
の
読
影
 

の
能
力
の
向
上
で
あ
る
。
そ
の
 

た
め
に
、
症
例
検
討
か
ら
学
ん
 

だ
知
識
を
X
線
フ
ィ
ル
ム
の
読
 

影
と
内
視
鏡
技
術
，
診
断
の
レ
 

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
活
用
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
が
十
分
 

で
き
た
段
階
で
は
じ
め
て
間
接
 

撮
影
の
読
影
に
際
し
て
の
不
安
 

が
少
な
く
な
る
。
 

【
検
診
の
精
度
管
理
と
シ
ス
テ
 

ム
へ
の
参
加
】
 

集
検
に
参
加
す
る
医
師
は
、
 

そ
の
検
診
シ
ス
テ
ム
を
よ
く
理
 

解
す
る
た
め
に
放
射
!̂̂
、
 

集
検
へ
の
情
熱
を
育
て
る
 

(
財
)
茨
城
県
綜
合
健
診
協
 

斉
藤
洋
子
、
福
富
久
之
 

の
他
、
前
年
度
受
診
 

者
か
ら
の
発
見
進
 

行
癌
症
例
等
の
検
 

討
を
行
っ
て
い
る
。
 

偽
陰
性
症
例
は
判
 

明
す
る
た
び
に
読
 

影

担

当

医

師

に
 

フ
ィ
ル
ム
を
提
示
 

レ
、
発
見
癌
症
例
は
 

粘
度
毎
に
フ
ァ
ィ
 

に
し
て
読
影
室
 

で
供
覧
で
き
る
よ
 

、
つ
に
し
て
い
る
。
さ
 

ら
に
学
会
認
定
取
 

得
を
推
進
し
学
会
 

参
加
の
支
援
を
行
 

な
っ
て
い
る
。
 

医
師
会
と
県
の
主
 

催
に
よ
り
年
3
回
 

の
茨
城
県
早
期
胃
，
 

大
腸
癌
研
究
会
が
 

実
施
さ
れ
て
い
る
 

が
、
こ
れ
を
共
催
し
 

た
と
き
に
集
検
か
 

ら
発
見
さ
れ
た
癌
 

症
例
の
提
示
も
行
 

な
っ
て
い
る
。
 

平
成
7
年
度
か
 

ら
は
読
影
医
師
間
 

の
要
精
検
率
の
ば
 

ら
つ
き
の
改
善
、
要
 

精
検
者
か
ら
の
癌
 

発
見
率
を
向
上
さ
 

せ
る
目
的
で
、
年

 ̂ 毎
の
読
影
件
数
、
発
見
癌
数
、
発
 

見
癌
症
例
番
号
、
発
見
進
行
癌
 

前
年
度
読
影
状
況
と
関
連
症
例
 

番
号
、
判
定
5で
癌
以
外
の
症
 

例
、
要
精
険
率
、
5、

 4
、

 3
の
 

判
定
割
合
な
ど
の
読
影
結
果
を
 

各
自
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
 

よ
う
に
し
た
。
(表
4〉
。
 

提
示
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
を
読
 

影
判
定
基
準
(
表
5
〉
に
従
つ
 

て
、
的
確
に
所
見
を
判
読
す
る
 

こ
と
は
学
問
的
裏
付
け
が
必
須
 

で
あ
り
、
こ
う
し
た
作
業
は
楽
 

し
い
と
も
言
え
る
。
 

技
師
に
対
し
て
 

一
方
、
提
示
フ
ィ
ル
ム
提
供
 

者
で
あ
る
撮
影
担
当
者
の
技
術
 

は
フ
ィ
ル
ム
に
直
接
反
映
さ
れ
 

る
。
技
師
に
は
質
の
良
い
写
真
 

を
撮
影
し
て
く
れ
る
よ
う
要
求
 

さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
の
熱
意
 

だ
け
で
は
撮
影
力
を
向
上
さ
せ
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
読
影
医
 

師
同
様
、
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
 

の
結
果
が
フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
さ
 

れ
て
は
じ
め
て
撮
影
力
の
向
上
 

に
つ
な
が
り
、
継
続
の
力
と
な
 

る
。
 

撮
影
の
際
に
病
変
を
指
摘
で
 

き
る
読
影
力
が
な
け
れ
ば
良
い
 

写
真
は
撮
影
で
き
な
い
。
そ
の
 

た
め
に
、
撮
影
担
当
者
で
あ
る
 

技
師
に
対
し
て
は
、
平
成
7年
 

1月
よ
り
週
1〜
2回
の
レ
、
 

：
01
 

0
 

？
015

 0

 5
 

1
1
1
2
1
 

年
年
^̂
侮
 

昭
和

年̂
度
よ
り
老
健
 

法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
 

い
た
が
ん
検
診
は
平
成
川
 

年
4
月
か
ら
一
般
財
源
化
 

さ
れ
る
に
伴
い
法
的
根
拠
 

を
失
っ
た
。
か
っ
て
は
上
 

部
消
化
管
検
査
法
の
主
役
 

で
あ
っ
た
胃
透
視
撮
影
は
、
 

今
で
は
上
部
内
視
鏡
検
査
 

に
そ
の
座
を
譲
り
、
手
術
 

前
に
内
視
鏡
検
査
を
補
完
 

す
る
精
密
検
査
と
し
て
実
 

施
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
 

る
。
し
か
し
胃
集
検
の
分
 

野
で
は
、
間
接
胃
透
視
撮
 

影
法
は
胃
癌
根
絶
ま
で
は
 

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
 

法
と
考
え
て
い
る
。
救
命
 

可
能
な
胃
癌
を
発
見
す
る
 

た
め
に
は
高
い
制
度
を
維
 

持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
 

な
，
」
と
は
一
言
、
つ
ま
で
も
な
 

い
。
そ
の
た
め
に
(
財
)
茨
 

城
県
綜
合
健
診
協
会
が
取
 

り
組
ん
で
い
る
事
柄
に
関
 

し
述
べ
た
い
。
 

茨
城
県
で
の
施
設
検
診
 

以
外
の
検
診
体
制
は
、
県
 

北
の
日
立
メ
デ
イ
カ
ル
セ
 

ン
タ
I、
県
央
の
茨
城
県
総

 ̂

健
診
協
会
、
県
南
の
と
り
で
医
 

師
会
の
3
つ
の
検
診
実
施
期
間
 

が
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
実
 

施
し
て
い
る
。
等
協
会
は
、
お
市
 

町
村
中
の
お̂
に
あ
た
る
"巿
 

町
村
と
い
う
広
い
範
囲
の
検
診
 

を
実
施
し
、
検
診
受
診
者
は
毎
 

年
約

万̂
人
前
後
で
あ
る
。
 

フ
ィ
ル
ム
の
読
影
は
協
会
が
 

組
織
す
る
読
影
審
査
委
員
会
の
 

メ
ン
バ
ー
:5人
が
異
時
あ
る
い
 

は
同
時
読
影
で
す
ベ
て
ダ
ブ
ル
 

チ
ェ
ッ
ク
で
実
施
し
て
い
る
。
 

平
成
9年
度
の
読
影
は
、
同
時
 

読
影
が
312回
、
異
時
読
影
 

が
204回
、
合
計
で
516
 

回
の
実
施
で
あ
っ
た
。
(表
1〕
。
 

年
齢
も
経
験
年
数
も
異
な
る
読
 

影
医
師
ら
(
表
2
、

 3〕
に
精
度
 

の

い̂
読
影
を
依
頼
し
て
い
く
 

た
め
に
は
、
読
影
に
対
す
る
学
 

問
的
興
味
を
持
つ
て
も
ら
う
こ
 

と
が
重
要
で
あ
る
。
 

読
影
医
師
に
対
し
て
 

読
影
医
師
の
育
成
や
読
影
制
 

度
を
保
っ
た
め
に
毎
年
1回
胃
 

が
ん
読
影
研
究
会
を
開
催
し
て
 

い
る
。
該
当
年
度
の
検
診
実
績
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表6要精検率の変化と要精検者からの癌発見率 

庄 ^ 悪鶴;^本
0
ん "̂や目7天牛ノ。 

平均士ミ.：). 

恋̂ ]"(軍数 

7。 

耍精样者力
1
らの 

3^"ョつ；'-'ンリノ 

癌発見率。/。 
6年度 13.3*5.03 37.8 0.98 

7年度 13.115.19 39.6 1.01 

8年度 10.8*4.20 38.9 1.19 

9年度 10.3*2.51 24.4 1.28 

茨城県がん検診要精密検査者登録事業フロ-

一次検811據機開 
-日2メティカルセンタ一 
-取手60会 
-茨城#8合键8)8会 

要精密#3春名-;IIのII出 

83事^ 
状^報&書 
莫9報告書 

，̂讅密検X者 
名；IIの送付 

~ 811科の4払 

茨城県 8合傲餘お ^ 

要II密検査者登8事！! 
-検 8̂果通知 
，保8)1導 
^ 精 奨 

茨城県がん精密検査追跡調査事業フロー図 

図1年度別判定別精検受診者からの胃癌発見率 

(お） 

60 「 ^ 1 

5 6 7 8 9 (年度: 

判定5の 
精検受診率 

76.37。 78.2。ん 812。ん 

年度 预診人貝 要精検者数 要精桉率 精桉受診率 発見癌数 癌発見率 要精桉者から 
の発見率。/。 ヅ。 0ん 

要精桉者から 
の発見率。/。 

平成5年度 102,910 12,360 12.0 76.4 129 0.13 1.04 

平成6年度 103,582 13,773 13.3 74.6 135 0.13 0.98 

平成7年度 102,741 13,449 13.1 76.4 136 0.13 1.01 

平成8年度 99,437 10,776 10.8 72.2 128 0.13 1.19 

平成9年度 101,629 10,509 10.3 75.6 135 0.13 1.28 

な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
内
部
医
 

師
が
同
フ
ィ
ル
ム
の
再
チ
ヱ
ッ
 

ク
を
し
、
事
前
技
師
チ
ヱ
ッ
ク
 

症
例
の
判
定
を
出
し
て
い
る
。
 

(
財
)
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

の
技
師

名̂
中
3：
名
が
胃
透
視
 

撮
影
に
従
事
し
て
お
り
、
う
ち
 

名̂
が
読
影
検
討
会
に
出
席
し
 

研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。
 

フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
の
効
果
 

医
師
と
研
師
へ
の
フ
ィ
ー
ド
 

バ
ッ
ク
を
開
始
し
た
前
後
を
比
 

較
す
る
と
平
成
8年
度
よ
り
要
 

精
検
率
は

下̂
し
、
要
精
検
者
 

か
ら
の
発
見
率
は
上
昇
し
て
い
 

る
。
ま
た
、
要
精
検
率
の
変
動
 

係
数
で
見
て
み
る
と
平
成
8年
 

度
^
 
，

 9弘
か
ら
9年
度
は
 

^
 .

 
4
ぉ
と
低
下
し
て
お
り
、
 

読
影
の
ば
ら
つ
き
の
改
善
傾
向
 

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
(
表
 

6
-
0
一

 方
、
判
定
3
、

 4
、
 

5か
ら
の
精
検
受
診
者
か
ら
の
 

癌
発
見
率
を
み
る
と
、
判
定
5
 

か
ら
の
癌
発
見
率
は
上
昇
し
て
 

お
り
、
読
影
へ
の
興
味
喚
起
、
 

精
度
向
上
に
効
果
が
見
ら
れ
て
 

い
る
(
図
1
0
。
 

フ
ィ
Iド
バ
ッ
ク
を
支
え
^
 

シ
ス
テ
ム
 

フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
の
内
容
は
 

要
精
検
者
の
精
検
受
診
率
と
精
 

検
受
診
者
の
追
跡
管
理
で
大
き
 

く
異
な
つ
て
し
ま
う
こ
と
か
 

ら
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
拾
作
業
 

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
た
と
 

え
ば
平
成
9
年
度
の
判
定
5
の
 

精
検
受
診
率
は
；
2

 .

 2
ぉ
と
極
 

め
て
低
率
で
あ
つ
た
が
(
図
 

用
紙
を
回
収
で
き
な
け
 

れ
ば
未
受
診
者
扱
い
に
な
っ
て
 

し
ま
う
し
、
癌
の
確
定
も
不
可
 

能
で
あ
る
。
 

茨
城
県
で
は
茨
城
県
が
ん
検
 

診
要
精
密
検
査
者
登
録
事
業
を
 

行
っ
て
お
り
、
協
会
は
県
か
ら
 

事
業
の
委
託
を
受
け
、
検
診
機
 

関
か
ら
県
に
提
出
さ
れ
た
要
精
 

検
者
の
登
録
管
理
を
行
な
っ
て
 

い
る
(図
2〕
。
ま
た
、
同
様
に
 

県
が
実
施
し
て
い
る
茨
城
県
が
 

ん
精
密
検
査
追
跡
調
査
事
業
の
 

委
託
を
受
け
、
精
密
検
査
登
録
 

医
療
機
関
か
ら
送
付
さ
れ
る
精
 

密
検
査
結
果
報
告
を
元
に
追
跡
 

管
理
を
行
な
つ
て
い
る
。
(
図
 

3
-
0
年
3
回
精
検
未
受
診
者
 

名
簿
を
検
診
実
施
主
体
に
送
付
 

し
、
精
検
受
診
勧
奨
に
努
め
て
 

技
師
が
や
り
甲
斐
と
9̂
を
感
じ
る
た
め
に
は
 

(
財
)
労
働
医
学
研
究
会
木
村
 

は
じ
め
に
 

現
在
、
胃
X
線
検
査
の
置
か
 

れ
て
い
る
状
況
は
、
内
視
鏡
検
 

査
ゃ
ぺ
プ
シ
ノ
︱
ゲ
ン
法
な
ど
 

他
検
査
法
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
、
 

き
び
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
 

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
特
に
 

病
院
な
ど
、
臨
床
の
現
場
に
お
 

い
て
は
X
線
検
査
の
減
少
傾
向
 

が
激
し
く
 

^
1
-
1
1
8 1

 0れ
 

0
1
0
6
と
し
て
の
上
部
消
化
 

管
検
査
は
、
そ
の
多
く
が
内
視
 

鏡
検
査
で
施
行
さ
れ
て
い
る
の
 

が
実
情
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
は
内
視
鏡
機
器
 

や
検
査
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
、
 

さ
ら
に
は
若
い
医
師
の
X
線
離
 

れ
減
少
等
に
起
因
し
て
お
り
、
 

ま
た
こ
れ
ら
に
加
え
、
X
線
撮
 

影
技
術
の
質
的
向
上
が
見
ら
れ
 

な
い
ま
ま
で
の
、
技
術
停
滞
や
 

技
術
低
下
な
ど
が
こ
う
し
た
状
 

況
に
拍
車
を
か
け
て
き
た
と
 

い
つ
て
も
過
言
で
は
無
い
の
で
 

あ
る
。
 

一
方
胃
集
検
は
ど
う
か
、
こ
 

れ
は
そ
の
対
象
が
集
団
で
あ
る
 

こ
と
か
ら
、
こ
の
検
査
に
係
る
 

費
用
、
人
材
、
処
理
能
力
等
あ
ら
 

ゆ
る
面
に
於
い
て
効
率
化
が
求
 

め
ら
れ
て
く
る
な
ど
、
臨
床
の
 

現
場
と
は
状
況
を
事
に
す
る
。
 

し
た
が
つ
て
集
団
を
対
象
と
す
 

る
検
査
法
に
つ
い
て
は
、
一
部
 

ぺ
プ
シ
ノ
 

︱
ゲ
ン
法
が
増
加
傾
 

向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
 

の
大
半
は
間
接
撮
影
を
利
用
し
 

た
X
線
検
査
で
実
施
さ
れ
て
い
 

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
た
 

が
つ
て
近
い
将
来
に
向
け
内
視
 

鏡
な
ど
の
他
検
査
法
が
X
線
検
 

査
に
取
っ
て
代
わ
り
、
胃
集
検
 

の
主
流
を
成
し
て
ゆ
く
こ
と
は
 

考
え
に
く
く
、
そ
れ
だ
け
に
X
 

線
検
査
に
対
し
、
よ
り
以
上
の
 

精
度
向
上
が
、
今
叫
ば
れ
、
求
め
 

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
年
間
750万
人
 

と
も
80

 

0
万
ス
と
も
い
わ
れ
 

る
胃
集
検
の
受
診
者
数
の
多
さ
 

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
、
.つ
ま
 

り
こ
の
数
の
多
さ
は
、
受
診
者
 

側
の
胃
X
線
検
査
に
対
し
て
の
、
 

何
か
特
別
な
も
の
と
し
て
の
見
 

方
よ
り
は
、
む
し
ろ
定
期
検
診
 

の
延
長
的
と
い
つ
た
よ
う
な
色
 

合
い
の
方
が
強
く
、
こ
れ
は
胃
 

集
検
に
対
す
る
来
た
い
が
依
然
 

と
し
て
大
き
い
こ
と
を
示
す
も
 

の
で
も
あ
る
。
 

し
た
が
つ
て
、
撮
影
者
た
る
 

放
射
線
技
師
は
こ
う
し
た
状
況
 

を
充
分
に
踏
ま
え
、
な
お
か
つ
 

質
的
向
上
に
向
け
て
真
剣
に
取
 

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
 

の
胃
集
検
を
よ
り
信
頼
性
の
高
 

い
も
の
に
し
ま
た
仕
事
と
し
て
 

の
や
り
甲
斐
と
魅
力
に
も
通
じ
 

て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
人
 

材
の
確
保
そ
し
て
後
継
者
の
育
 

成
の
実
践
が
可
能
と
な
つ
て
く
 

る
の
で
あ
る
。
 

人
材
確
保
の
難
し
さ
(
国
、
学
 

会
等
の
積
極
的
な
関
与
) 

後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
 

は
、
ま
ず
人
材
の
確
保
が
必
要
 

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
 

い
。
し
か
し
こ
の
人
材
の
確
保
 

に
つ
い
て
は
、
集
団
検
診
と
い
 

う
仕
事
に
対
す
る
何
か
偏
見
的
 

な
も
の
の
兑
方
ゃ
胃
X
線
検
査
 

の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
 

と
も
相
ま
っ
て
、
人
材
が
な
か
 

な
か
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
の
 

が
実
情
で
あ
る
。
特
に
中
小
の
 

検
診
機
関
に
於
い
て
は
こ
う
し
 

た
状
況
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
し
 

て
や
若
い
人
材
，
新
卒
の
人
材
 

に
至
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
 

出
来
な
い
と
い
う
の
も
現
状
で
 

あ
る
。
 

で
は
な
ぜ
、
こ
う
し
た
状
況
 

が
生
じ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
れ
 

は
前
記
し
た
よ
う
な
胃
集
団
検
 

診
に
対
す
る
、
何
か
偏
見
的
な
 

も
の
の
見
方
に
起
因
し
て
い
る
 

の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
早
 

朝
か
ら
の
仕
事
や
狭
苦
し
い
胃
 

検
診
車
で
の
仕
事
に
対
す
る
抵
 

抗
感
、
毎
日
異
な
る
集
合
時
間
、
 

検
診
場
所
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ど
 

さ
回
り
的
な
検
診
」
に
対
す
る
 

抵
抗
感
、
そ
し
て
質
的
な
も
の
 

は
一
一
の
次
で
、
数
だ
け
こ
な
せ
 

ば
よ
い
と
言
つ
た
よ
う
な
ス
 

イ
ッ
チ
マ
ン
的
な
仕
事
に
対
す
 

る
抵
抗
感
な
ど
、
ど
う
も
こ
の
 

胃
集
団
検
診
に
は
良
く
な
い
ィ
 

メ
 

︱
ジ
が
つ
き
ま
と
う
よ
う
で
 

あ
る
。
こ
れ
が
結
果
と
し
て
「
ど
 

う
せ
間
接
な
ん
だ
か
ら
、
適
当
 

に
撮
れ
ば
よ
い
」
と
言
っ
た
よ
 

う
な
短
絡
的
な
発
想
を
、
一
部
 

に
は
生
ん
で
来
た
の
か
も
し
れ
 

な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
こ
う
 

い
つ
た
考
え
方
も
大
分
改
善
さ
 

れ
つ
つ
あ
る
も
、
こ
の
胃
集
団
 

検
診
に
於
け
る
X
線
間
接
撮
影
 

は
、
人
材
が
集
ま
っ
て
く
る
と
 

い
う
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
仕
事
 

と
呼
ぶ
に
は
、
未
だ
問
題
が
あ
 

る
よ
う
で
あ
る
。
 

今
後
、
検
診
機
関
は
、
本
来
の
 

検
診
の
目
的
で
も
あ
る
各
種
疾
 

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
 

い
う
原
点
を
再
認
識
し
、
さ
ら
 

に
は
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
、
 

検
診
従
事
者
の
検
診
に
対
す
る
 

意
識
の
改
革
、
質
の
向
上
を
、
今
 

最
優
先
で
考
え
な
け
れ
ば
、
胃
 

集
検
の
発
展
は
遅
々
と
し
て
進
 

ま
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
い
や
、
そ
 

れ
ど
こ
ろ
か
衰
退
の
一
歩
を
踏
 

み
出
す
と
い
つ
て
も
、
過
言
で
 

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
 

れ
だ
け
に
、
現
在
の
胃
集
検
の
 

何
の
規
制
も
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
 

シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
国
そ
し
 

て
学
会
を
も
含
め
た
関
係
団
体
 

の
関
与
は
、
不
可
欠
な
も
の
と
 

な
つ
て
く
る
で
あ
ろ
、
つ
。
 

つ
ま
り
、
質
的
向
上
を
図
り
、
 

そ
れ
を
高
い
精
度
で
維
持
し
て
 

ゆ
く
た
め
に
は
、
仕
事
に
対
す
 

る
責
任
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 

そ
し
て
こ
の
責
任
が
や
り
甲
斐
 

を
生
み
、
ま
た
魅
力
を
生
み
、
ひ
 

い
て
は
人
材
確
保
に
も
繁
が
つ
 

て
く
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
団
 

体
の
関
与
は
、
な
お
さ
ら
必
要
 

に
な
つ
て
く
る
も
の
と
考
、
る̂
。
 

胃
X
線
間
接
撮
影
は
魅
力
の
 

あ
る
仕
事
 

胃
集
検
に
対
す
る
偏
見
的
な
 

も
の
の
見
方
が
、
胃
X
線
間
接
 

撮
影
の
魅
力
を
半
減
さ
せ
て
し
 

ま
つ
て
い
る
で
あ
ろ
、
つ
こ
と
は
 

前
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
 

し
か
し
本
来
、
胃
X
線
撮
影
 

と
は
大
い
に
魅
力
の
あ
る
仕
事
 

の
は
ず
で
あ
る
。
特
に
胃
集
団
 

検
診
は
、
健
常
者
の
中
か
ら
異
 

常
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
重
要
、
 

且
つ
使
命
感
の
あ
る
仕
事
と
い
 

、
つ
こ
と
か
ら
み
て
も
、
な
お
さ
 

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
 

が
っ
て
撮
影
者
た
る
放
射
線
技
 

師
は
、
受
診
者
の
利
益
を
常
に
 

念
頭
に
置
き
、
撮
影
に
対
す
る
 

ハ
イ
レ
べ
ル
な
技
術
力
お
よ
び
 

異
常
を
捉
え
る
的
確
な
読
影
力
 

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
 

な
つ
て
く
る
。
こ
れ
は
胃
の
X
 

線
撮
影
が
、
動
態
画
像
か
ら
の
 

判
断
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
と
い
 

う
特
殊
性
の
た
め
、
特
に
言
え
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
 

胃
X
線
撮
影
と
は
以
下
の
よ
う
 

な
事
を
撮
影
の
現
場
で
忌
憚
な
 

く
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
と
 

な
つ
て
く
る
。
 

つ
ま
り
、
透
視
画
像
を
観
察
 

し
な
が
ら
正
常
，
異
常
を
即
座
 

に
判
断
し
て
写
真
上
に
記
録
す
 

る
と
い
う
作
業
と
、
造
影
剤
お
 

よ
び
，
種
々
撮
影
法
を
駆
使
し
な
 

が
ら
、
胃
の
粘
膜
面
を
隈
な
く
 

忠
実
に
浮
き
上
が
ら
せ
写
真
上
 

に
記
録
す
る
と
い
う
！
一
つ
の
作
 

業
を
同
時
に
行
い
、
そ
し
て
最
 

大
限
の
情
報
量
を
有
し
た
見
逃
 

し
の
極
力
少
な
い
写
真
を
、
提
 

供
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
 

な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
 

よ
う
に
、
撮
影
者
の
主
観
が
写
 

真
上
に
大
き
く
は
入
り
込
む
こ
 

の
検
査
は
、
撮
影
者
の
技
術
の
 

差
が
、
即
写
真
上
に
於
け
る
画
 

像
情
報
の
差
と
し
て
表
れ
、
ひ
 

い
て
は
受
診
者
の
利
益
^
不
利
 

益
に
も
直
結
し
て
く
る
だ
け
に
、
 

決
し
て
い
い
加
減
な
考
え
方
で
 

望
ん
で
は
な
ら
な
い
検
査
で
も
 

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
や
り
甲
斐
 

も
あ
り
、
ま
た
魅
力
も
あ
る
検
 

査
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
 

撮
影
技
術
向
上
へ
の
意
欲
を
 

失

わ

せ

た

|
因
 

し
か
1̂
」
の
や
り
甲
斐
の
あ
 

る
、
そ
し
て
魅
力
の
あ
る
胃
X
 

線
検
査
(
特
に
間
接
撮
影
)
が
、
 

何
故
に
や
り
甲
斐
や
魅
力
が
薄
 

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
に
 

な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

こ

は̂
胃
集
検
業
務
に
於
け
 

る
利
益
至
上
主
義
的
な
考
え
方
 

(も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
検
診
機
関
 

が
そ
う
で
は
な
い
)に
、
そ
の
発
 

端
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
 

考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
事
業
所
 

獲
得
の
た
め
に
一
人
当
た
り
の
 

単
価
を
む
や
み
に
下
げ
れ
ば
、
 

相
当
数
の
人
数
を
処
理
す
る
こ
 

と
が
要
求
さ
れ
て
く
る
の
は
当
 

然
で
あ
る
。
こ
れ
が
結
果
と
し
 

て
ノ
短
時
間
内
で
の
数
多
い
受
 

診
者
数
と
な
り
、
Iま
た
追
加
撮
 

影
や
高
濃
度
造
影
剤
の
使
用
禁
 

止
へ
、
そ
し
て
X
線
装
置
の
更
 

新
に
対
す
る
抑
制
へ
と
繁
が
つ
 

て
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
 

う
し
た
こ
と
が
撮
影
現
場
で
の
 

技
師
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
規
 

制
を
も
た
ら
し
、
ま
た
撮
影
技
 

術
向
上
に
向
け
て
の
意
欲
を
失
 

わ
せ
た
一
因
と
成
つ
て
い
っ
た
 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

そ
れ
か
ら
、
技
術
に
対
す
る
 

も
う
一
つ
の
規
制
と
し
て
、
昔
 

な
が
ら
の
医
師
研
師
の
徒
弟
制
 

度
的
な
関
係
も
、
技
術
向
上
に
 

ブ
レ
Iキ
を
か
け
て
き
た
ひ
と
 

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
 

ば
、
撮
影
に
際
し
「
言
わ
れ
た
体
 

位
だ
け
を
撮
つ
て
く
れ
れ
ば
よ
 

い
」
と
か
、
「
余
分
な
撮
影
な
ど
 

の
追
加
撮
影
は
無
用
で
あ
る
」
 

と
か
、
「
透
視
観
察
は
す
る
必
要
 

が
な
い
」
な
ど
、
要
す
る
に
「
余
 

分
な
事
は
一
切
す
る
な
」
と
 

い
つ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
 

こ
と
も
、
意
欲
を
失
わ
せ
た
一
 

因
と
成
つ
て
い
つ
た
の
か
も
し
 

れ
な
い
。
 

こ
の
よ
う
に
、
一
時
期
に
於
 

い
て
技
師
は
単
な
る
胃
を
撮
影
 

す
る
だ
け
の
単
純
な
る
マ
シ
I 

ン
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
良
い
写
真
 

の
定
義
す
ら
も
知
ら
な
い
で
、
 

た
だ
数
を
こ
な
し
て
い
た
と
い
 

う
の
が
実
態
で
は
な
か
っ
た
だ
 

ろ
う
か
。
つ
ま
り
技
術
向
上
に
 

対
す
る
意
欲
を
失
つ
て
当
然
の
 

状
況
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
 

読
影
を
知
つ
て
、
い
い
写
真
 

を
知
る
(
技
師
の
読
影
の
必
 

要
性
) 

今
で
こ
そ
、
「
読
影
は
診
断
価
 

値
の
高
い
X
線
写
真
を
撮
影
す
 

る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
」
 

と
、
当
た
り
前
の
如
く
い
わ
れ
 

て
い
る
が
、
そ
の
昔
は
読
影
と
 

い
う
言
葉
を
発
す
る
こ
と
す
ら
、
 

御
法
度
の
時
代
が
あ
つ
た
の
で
 

あ
る
。
 

し
か
し
現
在
は
、
X
線
装
置
 

の
発
達
や
フ
ィ
ル
ム
特
性
の
向
 

上
、
そ
し
て
造
影
剤
の
高
濃
度
 

化
な
ど
に
よ
り
、
明
瞭
な
透
視
 

観
察
が
可
能
と
な
っ
た
り
、
ま
 

た
写
真
画
質
も
直
接
撮
影
と
比
 

肩
し
う
る
ほ
ど
の
、
向
上
が
み
 

ら
れ
た
り
と
い
、
つ
よ
う
に
、
い
 

い
加
減
な
考
え
方
で
は
撮
影
が
 

出
来
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
つ
 

て
来
て
い
る
こ
と
も
知
る
べ
き
 

い
な
が
ら
撮
影
技
術
の
向
上
に
 

努
め
て
い
る
。
 

ま
た
、
撮
影
後
の
フ
ィ
ル
ム
 

に
愛
着
と
責
任
を
持
た
せ
る
た
 

め
に
平
成

年̂
じ
月
よ
り
胃
透
 

視
に
従
事
す
る
技
師
全
員
に
 

コ
ー
ド
を
つ
け
、
撮
影
時
に
 

フ
ィ
ル
ム
上
に
コ
︱
ド
番
号
を
 

あ
ら
か
じ
め
入
れ
、
読
影
の
際
 

も
見
直
し
の
際
も
読
影
者
が
明
 

確
に
わ
か
る
よ
う
に
し
、
 

フ
ィ
ー
ド
べ
ッ
ク
に
役
立
て
て
 

い
る
。
 

さ
ら
に
平
成
9
年
度
か
ら
は
 

事
前
技
師
チ
ュ
ッ
ク
を
取
り
入
 

れ
、
判
定
4
あ
る
い
は
5
相
当
 

と
判
断
し
た
も
の
は
黄
色
ゃ
ピ
 

ン
ク
の
付
箋
を
付
け
読
影
に
回
 

し
て
お
り
、
医
師
の
読
影
判
定
 

結
果
を
技
師
へ
返
却
し
て
い
る
。
 

技
師
が
4
、
 
5相
当
の
判
断
を
 

し
て
外
部
医
師
判
定
が
3
に
 

ト
ゲ
ン
読
影
検
討
会
を
実
施
し
、
 

検
診
発
見
癌
の
フ
ィ
ル
ム
の
見
 

直
し
を
行
い
な
が
ら
、
フ
ィ
ル
 

ム
の
評
価
、
読
影
分
析
を
行
つ
 

て
い
る
。
撮
影
時
に
は
必
要
に
 

応
じ
て
追
加
撮
影
を
す
る
よ
う
 

に
指
導
し
て
お
り
、
読
影
検
討
 

会
で
は
追
加
撮
影
の
有
無
、
有
 

効
で
あ
つ
た
か
無
効
で
あ
っ
た
 

か
の
評
価
も
併
せ
て
行
な
っ
て
 

い
る
。
内
視
鏡
検
査
が
協
会
で
 

実
施
さ
れ
て
い
た
場
合
は
内
視
 

鏡
フ
ィ
ル
ム
と
の
対
比
、
マ
ク
 

口
、
ミ
ク
ロ
標
本
と
の
対
比
な
 

ど
も
行
い
、
胃
癌
発
生
の
基
本
 

的
事
項
を
網
羅
し
読
影
力
を
養
 

い
る
。
 

今
ま
で
は
県
が
事
業
を
実
施
す
 

る
こ
と
で
市
町
村
お
よ
び
精
密
 

医
療
機
関
の
協
力
が
得
ら
れ
て
 

い
た
が
(
表
7
ヽ
老
健
法
か
ら
 

外
れ
た
今
後
は
こ
の
事
業
が
継
 

続
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
不
確
実
 

で
あ
り
、
検
診
実
施
期
間
が
同
 

様
の
事
業
を
行
っ
た
と
し
て
も
 

ど
こ
ま
で
協
力
が
得
ら
れ
る
か
 

は
未
知
数
で
あ
り
、
不
安
材
料
 

で
あ
る
。
 

胃
集
検
の
後
継
者
を
育
て
る
、
 

情
熱
を
維
持
す
る
と
い
う
場
合
 

に
、
と
も
す
れ
ば
医
師
の
そ
れ
 

だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
 

あ
る
が
、
読
影
ま
で
に
至
る
プ
 

口
セ
ス
、
読
影
後
癌
が
発
見
さ
 

れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
 

た
場
合
、
撮
影
、
読
影
、
要
精
検
 

者
管
理
、
精
検
受
診
者
管
理
、
 

フ
ィ
ル
ム
管
理
等
様
々
な
要
素
 

が
あ
り
、
医
師
、
技
師
、
保
健
婦
、
 

事
務
職
員
が
一
体
と
な
つ
て
取
 

り
組
ん
で
は
じ
め
て
胃
集
検
の
 

後
継
者
が
育
つ
と
考
え
て
い
る
。
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で
あ
る
。
つ
ま
り
、
撮
影
の
し
か
 

た
に
よ
つ
て
は
「
受
診
者
の
生
 

死
す
ら
も
左
右
し
か
ね
な
い
」
 

状
況
に
も
な
る
た
め
、
な
お
さ
 

ら
な
こ
と
で
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
問
題
意
識
を
持
 

た
な
い
、
や
み
く
も
に
曝
射
ス
 

ィ
ッ
チ
を
押
す
よ
う
な
考
え
方
 

で
検
査
に
あ
た
る
の
で
あ
れ
ば
、
 

た
だ
単
に
受
診
者
に
対
し
無
駄
 

な
被
曝
と
時
間
を
与
え
た
だ
け
 

で
あ
り
、
受
診
者
の
期
待
に
応
 

え
る
ど
こ
ろ
か
、
不
利
益
を
与
 

え
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
 

る
。
胃
集
検
の
発
展
の
た
め
に
 

も
、
こ
う
し
た
こ
と
は
避
け
て
 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
 

た
め
に
も
診
断
価
値
の
高
い
写
 

真
の
提
供
が
不
可
欠
な
の
で
あ
 

る
。
 

「
読
影
医
の
欲
す
る
写
真
と
は
 

何
な
の
か
」
、
こ
れ
を
知
る
た
め
 

に
は
、
読
影
医
と
同
じ
よ
う
な
 

考
え
方
や
知
識
を
も
持
ち
、
同
 

時
に
実
践
も
必
要
と
な
っ
て
く
 

る
。
つ
ま
り
読
影
を
知
ら
ず
し
 

て
我
々
技
師
は
、
胃
の
写
真
を
 

撮
影
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

大
袈
裟
な
こ
と
で
も
、
大
そ
れ
 

た
こ
と
で
も
何
で
も
な
い
の
で
 

あ
る
。
極
め
て
当
た
り
前
な
事
 

で
あ
り
、
ま
た
自
然
な
こ
と
な
 

の
で
あ
る
。
 

読
影
医
の
欲
す
る
写
真
を
提
 

供
す
る
た
め
、
ひ
い
て
は
受
診
 

者
の
利
益
の
た
め
、
そ
し
て
胃
 

集
検
の
信
頼
性
の
た
め
に
も
診
 

断
価
値
の
高
い
写
真
は
絶
对
必
 

要
で
あ
り
、
こ
こ
に
技
師
の
読
 

影
の
必
要
性
が
い
え
る
の
で
は
 

な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
こ
れ
は
 

仕
事
と
し
て
、
充
分
に
や
り
甲
 

斐
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
 

た
魅
力
的
な
仕
事
に
も
通
じ
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

胃
X
線
撮
影
に
於
け
る
技
師
 

の
責
任
の
明
確
化
 

胃
の
X線
撮
影
に
あ
た
つ
て
 

の
技
師
の
賁
任
と
は
何
か
、
簡
 

単
明
暸
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
画
質
 

的
に
失
敗
の
無
い
写
真
の
提
 

出
」
、
こ
れ
が
技
師
に
与
え
ら
れ
 

た
貴
任
な
の
で
あ
る
。
勿
論
指
 

示
さ
れ
た
読
影
部
位
が
描
写
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
は
い
、
つ
ま
で
も
 

な
い
。
し
か
し
、
果
た
し
て
こ
の
 

責
任
の
範
疇
だ
け
を
全
う
す
れ
 

ば
、
情
報
量
が
多
く
、
診
断
価
値
 

の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
読
影
医
の
 

欲
す
る
写
真
の
提
供
に
結
び
つ
 

く
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
そ
う
で
は
 

な
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
責
 

任
の
範
疇
を
も
う
少
し
広
げ
、
 

透
視
情
報
を
も
含
め
た
異
常
陰
 

影
の
第
一
次
の
チ
ヱ
ッ
ク
ま
で
 

を
技
師
に
や
ら
せ
る
こ
と
が
、
 

質
の
高
い
撮
影
に
つ
な
が
り
、
 

診
断
価
値
の
高
い
写
真
の
提
供
 

を
可
能
せ
し
め
る
の
で
は
な
い
 

だ
ろ
う
か
。
し
た
が
つ
て
い
い
 

加
減
な
責
任
は
、
質
的
な
向
上
 

に
は
結
び
つ
い
て
来
る
は
ず
が
 

な
い
の
で
あ
る
。
 

つ
ま
り
曖
昧
に
し
た
責
任
は
 

責
任
転
嫁
を
容
易
と
し
、
ま
た
 

妥
協
、
惰
性
を
生
み
、
質
的
向
上
 

に
は
結
び
つ
い
て
来
る
は
ず
が
 

な
く
、
ま
た
口
先
だ
け
の
責
任
 

は
無
形
化
し
や
す
く
、
本
来
の
 

賁
任
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
 

な
つ
て
し
ま
う
も
の
と
考
え
る
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
信
頼
 

性
の
高
い
仕
事
に
す
る
た
め
に
 

も
、
ま
た
や
り
甲
斐
や
魅
力
を
 

感
じ
る
た
め
に
も
責
任
の
明
確
 

化
は
必
要
な
も
の
と
考
え
る
。
 

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
仕
事
 

に
対
す
る
目
的
を
よ
り
具
体
化
 

し
、
ま
た
目
的
に
向
け
て
の
真
 

剣
さ
や
情
熟
を
生
ん
で
来
る
も
 

の
な
の
で
あ
る
。
 

異
常
陰
影
の
第
I次
チ
ヱ
ッ
 

ク
を
技
師
に
 

な
ぜ
「
異
常
陰
影
の
第
一
次
 

チ
ェ
ッ
ク
を
技
師
に
」
な
の
か
。
 

こ
れ
は
チ
ェ
ッ
ク
の
実
践
が
、
 

情
報
量
の
多
い
そ
し
て
見
逃
し
 

の
少
な
い
写
真
の
撮
影
，
提
供
 

に
直
接
結
び
つ
い
て
来
る
か
ら
 

で
あ
る
。
つ
ま
り
異
常
影
の
 

チ
ェ
ッ
ク
を
義
務
化
す
る
事
に
 

よ
り
、
技
師
は
、
撮
影
と
同
時
に
 

透
視
モ
ニ
タ
ー
上
で
の
真
剣
な
 

チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
う
よ
う
に
な
 

り
、
ま
た
フ
ィ
ル
ム
見
直
し
時
 

に
も
！
：
様
な
チ
ヱ
ッ
ク
が
行
わ
 

れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
ど
ん
な
 

小
さ
な
異
常
を
も
チ
ュ
ッ
ク
し
、
 

兌
逃
し
を
避
け
な
け
れ
ば
」
と
 

い
う
責
任
の
あ
る
考
え
方
を
明
 

確
に
持
ち
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
考
え
方
が
、
胃
集
 

検
の
質
的
向
上
に
良
い
結
果
を
 

も
た
ら
し
て
来
る
も
の
と
期
待
 

が
出
来
、
ま
た
こ
の
仕
事
に
対
 

す
る
技
師
の
や
り
甲
斐
、
そ
し
 

て
魅
力
を
も
満
足
さ
せ
る
も
の
 

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
 

こ
れ
が
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
 

う
か
。
「
技
師
は
撮
影
す
る
だ
 

け
、
異
常
が
有
っ
た
か
無
か
つ
 

た
か
は
判
ら
な
い
、
後
は
医
師
 

に
ま
か
せ
て
お
け
ば
よ
い
」
こ
 

れ
は
も
う
、
技
師
の
責
任
回
避
 

の
何
物
で
も
な
い
。
つ
ま
り
こ
 

う
し
た
考
え
方
や
体
制
が
、
現
 

在
の
胃
集
検
の
旧
態
依
然
と
し
 

た
体
質
を
つ
く
つ
て
き
た
の
で
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
今
後
 

に
向
け
て
も
同
じ
よ
う
な
体
質
 

が
係
属
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
れ
 

ば
、
胃
集
検
は
正
に
衰
退
の
一
 

途
を
迪
り
始
め
る
こ
と
は
、
火
 

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
は
な
い
 

だ
ろ
う
か
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
避
け
て
い
 

く
た
め
に
も
、
技
師
の
責
任
を
 

持
っ
て
の
、
透
視
情
報
を
も
含
 

め
た
読
影
レ
ポ
︱
ト
の
提
出
義
 

務
は
、
今
こ
の
停
滞
気
味
と
い
 

う
よ
り
は
、
下
降
線
を
迪
り
始
 

め
る
か
も
し
れ
な
い
胃
集
検
に
 

と
っ
て
、
質
的
向
上
の
火
付
け
 

役
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

専
門
技
師
認
定
制
度
 

こ
の
専
門
技
師
認
定
制
度
の
 

出
現
を
最
も
望
み
、
ま
た
期
待
 

し
て
い
る
と
す
れ
ば
誰
で
あ
ろ
 

、
つ
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
田
冃
の
 

検
査
を
受
け
る
側
の
受
診
者
で
 

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
 

か
し
、
一
般
論
か
ら
す
れ
ば
、
も
 

し
診
断
価
値
の
高
い
写
真
が
簡
 

単
に
取
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
認
 

定
技
師
制
度
の
必
要
性
は
何
も
 

な
い
。
し
か
し
胃
の
X線
検
査
 

は
難
し
く
、
診
断
価
値
の
高
い
 

写
真
へ
と
は
、
な
か
な
か
結
び
 

つ
き
に
く
い
事
も
確
か
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
現
在
の
胃
集
検
が
言
 

わ
れ
て
い
る
質
的
な
問
題
点
に
 

も
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
 

し
、
本
来
こ
う
し
た
検
査
は
、
全
 

国
何
処
で
実
施
さ
れ
よ
う
と
も
、
 

精
度
が
高
く
、
そ
し
て
同
じ
様
 

な
検
査
内
容
で
実
施
さ
れ
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
胃
癌
 

検
診
に
対
す
る
専
門
技
師
認
定
 

制
度
の
必
要
性
が
言
え
る
の
で
 

あ
る
。
 

つ
ま
り
、
現
在
の
胃
X線
検
 

査
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
 

況
を
考
え
、
ま
た
急
務
を
要
す
 

る
質
的
向
上
に
向
け
て
の
方
法
 

論
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
認
定
 

制
度
が
最
も
信
憑
性
が
あ
り
、
 

ま
た
質
的
向
上
に
向
け
て
の
具
 

体
性
も
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
 

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

確
か
に
、
一
部
技
師
の
間
に
、
こ
 

の
専
門
技
師
認
定
制
度
の
是
非
 

に
つ
い
て
の
考
え
方
に
、
違
い
 

力
あ
る
力
し
力
し
今
最
も
身
 

近
で
、
そ
し
て
最
も
効
果
が
表
 

れ
や
す
い
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
 

る
事
も
確
か
で
あ
る
。
実
践
し
 

て
ゆ
く
価
値
は
大
い
に
有
る
の
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
 

胃
X線
検
査
に
於
い
て
高
度
な
 

撮
影
技
術
を
持
ち
、
且
つ
プ
ロ
 

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
 

合
わ
せ
た
胃
癌
検
診
の
ス
ぺ
 

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
世
に
送
 

り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
 

の
専
門
技
師
認
定
制
度
は
、
胃
 

癌
検
診
の
救
世
主
と
な
る
か
も
 

し
れ
な
い
。
 

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
仕
 

事
に
対
し
て
明
確
な
責
任
の
範
 

疇
(
胃
X
線
検
査
の
場
合
は
撮
 

影
と
読
影
が
一
体
と
な
つ
て
、
 

診
断
価
値
の
高
い
写
真
の
撮
影
 

が
行
わ
れ
て
い
る
。
)が
与
え
ら
 

れ
、
そ
し
て
こ
の
責
任
を
全
う
 

し
て
こ
そ
、
受
診
者
の
利
益
の
 

還
元
に
も
繫
が
つ
て
来
る
も
の
 

で
あ
る
。
正
に
や
り
甲
斐
と
魅
 

力
を
感
じ
る
仕
事
と
な
り
、
ひ
 

い
て
は
人
4？
の
確
保
、
そ
し
て
 

後
継
者
の
育
成
に
も
繋
が
つ
て
 

来
る
も
の
と
考
え
る
。
 

こ
れ
は
す
べ
て
が
、
胃
集
検
 

の
目
的
で
も
あ
る
。
「
一
人
で
も
 

多
く
の
救
命
し
う
る
早
期
胃
癌
 

の
発
見
」
に
あ
る
。
こ
れ
に
障
害
 

物
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 

一
枚
の
検
査
表
で
、
受
診
者
 

の
症
状
、
既
往
歴
、
技
師
コ
メ
ン
 

ト
、
読
影
結
果
、
判
定
ま
で
把
握
 

で
き
る
様
に
な
つ
た
た
め
、
受
 

診
者
の
事
後
調
査
も
容
易
に
な
 

り
ま
し
た
。
撮
影
は
技
師
、
読
影
 

は
医
師
で
は
精
度
の
高
い
検
診
 

は
出
来
な
い
事
を
、
十
分
に
理
 

解
さ
せ
検
査
レ
ポ
1-̂
の
必
要
 

性
、
記
載
方
法
を
指
導
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

当
検
診
セ
ン
タ
︱
で
使
用
し
 

当
健
診
セ
ン
タ
Iに
お
け
る
教
育
方
法
に
つ
い
て
 

(
財
)
霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診
セ
ン
タ
. 

安

捷

武
 

「
胃
集
検
に
お
け
る
後
継
者
育
 

成
の
現
状
と
問
題
点
」
に
つ
い
 

て
、
特
に
「
後
継
者
育
成
」
に
視
 

点
を
お
き
、
当
事
業
団
健
診
セ
 

ン
タ
ー
で
の
、
上
部
消
化
管
撮
 

影
に
携
わ
る
技
師
教
育
(
育
成
) 

に
つ
い
て
現
状
を
報
告
し
、
今
 

後
の
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
の
、
 

あ
り
方
及
び
、
問
題
点
に
つ
い
 

て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
報
告
 

が
4̂し
ま
す
 

当
事
業
団
健
診
セ
ン
タ
︱
は
、
 

東
京
医
科
大
学
霞
ケ
浦
病
院
と
 

同
一
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
て
お
 

り
、
我
々
放
射
線
技
師
は
、
組
織
 

上
東
京
医
科
大
学
霞
ケ
浦
病
院
 

よ
り
6名
出
向
し
て
い
ま
す
が
、
 

放
射
線
部
内
に
お
い
て
は
霞
ケ
 

浦
病
院
、
健
診
セ
ン
タ
ー
と
区
 

別
な
く
日
常
業
務
を
行
つ
て
い
 

ま
す
。
そ
こ
で
、
当
健
診
セ
ン
 

夕
︱
に
お
い
て
は
、
特
に
技
師
 

の
上
部
消
化
管
撮
影
に
つ
い
て
 

教
育
を
行
っ
て
お
り
、
以
下
に
 

示
す
手
順
に
そ
つ
て
教
育
を
 

行
つ
て
お
り
ま
す
。
 

し
健
診
セ
ン
タ
︱
の
基
本
的
 

な
教
育
方
法
に
つ
い
て
 

し
上
部
消
化
管
直
接
撮
影
説
明
 

(撮
影
順
序
と
撮
影
0的
部
位
 

に
つ
い
て
)
 

上
部
消
化
管
直
接
撮
影
に
つ
 

い
て
特
に
、
当
健
診
セ
ン
タ
ー
 

で
の
上
部
消
化
管
ル
︱
チ
ン
撮
 

影
順
序
と
撮
影
体
位
及
び
、
 

各
撮
影
体
位
に
お
け
る
目
的
部
 

位
や
、
充
盈
像
、
一
一
重
造
影
像
、
 

圧
迫
像
の
利
点
、
欠
点
に
つ
い
 

て
教
育
を
行
い
ま
す
。
 

1多
方
向
撮
影
装
置
(̂
口̂
 

ス
コ
ー
プ
)に
、
胃
部
フ
^̂
 

ト
︱
ム
を
セ
ッ
ト
し
、
粘
膜
面
 

の
バ
リ
ウ
ム
の
流
れ
及
び
、
撮
 

影
順
序
と
撮
影
体
位
修
得
 

口

 
︱
リ
ン
グ
や
天
板
起
倒
に
 

よ
っ
て
、
胃
内
に
お
け
る
バ
リ
 

ゥ
ム
の
流
れ
を
理
解
す
る
と
同
 

時
に
、
撮
影
順
序
と
撮
影
体
位
 

修
得
を
目
的
に
、
多
方
向
撮
影
 

装
置
に
バ
リ
ウ
ム
を
入
れ
た
胃
 

部
フ
ァ
ン
ト
︱
ム
を
セ
ッ
ト
し
、
 

胃
粘
膜
面
に
お
い
て
、
バ
リ
ウ
 

ム
が
ど
の
よ
う
な
流
れ
を
す
る
 

の
か
十
分
に
理
解
す
る
と
共
に
、
 

撮
影
順
序
と
撮
影
体
位
を
修

 ̂

1X
V
透
視
台
に
人
を
乗
せ
ず
 

に
、
ボ
イ
ス
&
ィ
メ
ー
ジ
ト
 

レ
︱
 
ニ
ン
グ
 

実
際
に
使
用
透
視
台
を
用
い
 

て
、
人
を
乗
せ
ず
に
、
撮
影
順
序
 

に
し
た
が
つ
て
装
置
を
動
か
す
、
 

ボ
イ
ス
&ィ
メ
︱
ジ
ト
レ
I二
 

ン
グ
を
十
分
に
行
な
う
。
 

4，

 丁

 V透
視
台
に
人
(同
僚
)を
 

乗
せ
、
ボ
イ
ス
&ィ
メ
︱
ジ
ト
 

レ
︱
ニ
ン
グ
(受
診
者
へ
の
对
 

応
に
つ
い
て
も
同
時
に
教
育
) 

実
際
に
透
視
ム
：
：
に
人
を
乗
せ
 

て
、
同
じ
よ
う
に
撮
影
順
序
に
 

し
た
が
つ
て
ボ
イ
ス
&ィ
メ
ー
 

ジ
ト
レ
︱
 

二
ン
グ
を
十
分
に
で
 

な
う
。
こ
の
ト
レ
︱
 

二
ン
グ
を
 

十
分
に
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
 

受
診
者
を
自
分
の
思
い
の
ま
ま
 

に
動
か
す
事
が
可
能
と
な
り
ま
 

す
。
 

さ
ら
に
、
受
診
者
の
対
応
に
 

つ
い
て
は
、
検
診
受
診
者
と
病
 

院
受
診
者
、
い
わ
ゆ
る
、
健
常
者
 

と
、
症
状
や
疾
患
を
伴
う
患

:̂ 

さ
ん
と
の
対
応
の
違
い
に
つ
1い
 

て
十
分
教
育
を
行
う
。
撮
影
体
 

位
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
圧
迫
、
 

頭
低
位
体
位
に
つ
て
は
、
危
険
 

を
伴
う
と
共
に
受
診
者
の
不
安
 

を
取
り
除
く
意
味
で
も
説
明
は
 

十
分
に
行
う
こ
と
、
ま
た
、
造
影
 

剤
(
バ
リ
ウ
ム
、
発
泡
剤
)
飲
用
 

目
的
、
撮
影
中
の
呼
気
、
吸
気
及
 

び
、
息
止
め
に
つ
い
て
、
検
査
終
 

了
後
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
な
 

ど
の
説
明
を
含
め
て
、
受
診
者
 

へ
の
対
応
に
つ
い
て
教
育
を
行
 

う
0
 撮̂

影
及
び
、
読
影
技
師
所
見
 

記
載
方
法
に
つ
い
て
 

次
に
、
読
影
技
師
所
見
記
載
 

方
法
に
つ
い
て
説
明
、
指
導
を
 

当
セ
ン
タ
︱
で
は
、
検
査
担
 

当
者
は
、
必
ず
検
査
レ
ポ
ー
ト
 

を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

検
査
レ
ポ
︱
ト
を
記
載
す
る
 

事
に
よ
り
、
医
師
読
影
時
に
技
 

師
が
立
ち
会
え
な
く
て
も
技
師
 

側
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
正
 

確
に
伝
わ
る
と
共
に
、
医
師
か
 

ら
も
コ
メ
ン
ト
が
出
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
検
査
レ
ポ
ー
ト
 

を
お
載
し
な
い
と
、
撮
影
フ
ィ
 

ル
ム
の
み
の
た
め
、
撮
影
時
の
 

チ
エ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
医
師
側
 

に
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
事
が
考
 

え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
影
 

時
、
医
師
か
ら
的
確
な
読
影
指
 

導
が
受
け
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
 

た
め
、
技
師
の
読
影
力
、
撮
影
技
 

術
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
様
に
 

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
検
査
時
、
 

受
診
者
の
症
状
、
既
往
歴
、
前
回
 

所
見
が
把
握
出
来
る
た
め
 

確
な
追
加
撮
影
が
可
能
と
な
 
翏
 て

い
る
検
査
表
を
図
1に
示
し
 

&指
導
技
師
が
付
き
、
受
診
者
 

の
対
応
、
サ
ブ
モ
ニ
タ
︱
を
同
 

時
観
察
し
画
像
チ
エ
ッ
ク
 

い
ま
ま
で
の
教
育
が
終
了
し
 

た
後
に
、
受
診
者
撮
影
に
入
り
 

検
査
中
は
、
指
導
を
担
当
し
 

て
き
た
技
師
が
付
き
、
受
診
者
 

の
対
応
チ
エ
ッ
ク
や
、
モ
ニ
 

タ
ー
を
同
時
観
察
し
透
視
像
 

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
都
度
 

気
が
つ
い
た
所
は
、
指
導
を
行
 

い
な
が
ら
、
検
査
を
進
め
て
い
 

き
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
検
査
終
了
後
、
フ
ィ
 

ル
ム
チ
ヱ
ッ
ク
を
行
い
、
読
影
 

に
際
し
て
の
基
本
的
指
導
を
行
 

い
な
が
ら
、
受
診
票
に
、
技
師
コ
 

メ
ン
ト
の
記
入
を
行
な
い
ま
す
。
 

1読
影
に
立
ち
会
わ
せ
医
師
よ
 

り
指
導
を
受
け
る
 

次
に
医
師
読
影
時
に
立
ち
会
 

わ
せ
、
医
師
よ
り
読
影
の
指
導
 

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
読
影
 

力
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。
 

831：
〜
1ま
で
の
教
育
を
受
け
 

さ
せ
、
実
際
に
一
人
で
撮
影
に
 

入
る
。
 

今
ま
で
の
教
育
が
終
了
し
た
 

後
に
、
実
際
に
一
人
で
撮
影
に
 

人
り
ま
す
。
 

そ
の
時
、
指
導
者
が
と
な
り
 

の
透
視
台
に
て
検
査
を
行
つ
て
 

い
ま
す
の
で
、
指
導
者
は
、
自
分
 

が
検
査
中
も
、
同
時
に
、
新
人
の
 

透
視
を
サ
ブ
モ
ニ
タ
ー
で
観
察
 

し
、
気
が
付
い
た
所
は
そ
の
都
 

度
、
注
意
、
指
導
を
行
い
な
が
 

ら
、
検
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

义
直
接
撮
影
修
得
後
〖
3
ヶ
月
 

、
6ヶ
月
)、
間
接
撮
影
修
得
に
 

入
る
。
 

以
上
の
手
順
で
、
当
健
診
セ
 

一
タ
Iで
は
、
上
部
消
比
管
直
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；
:世
代
技
師
の
あ
り
方
 

：
療
所
北
川
ま
ゆ
み
 

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
 

当
施
設
の
撮
影
体
位
を
図
1
 

に
示
し
、
胃
集
検
の
撮
影
方
式
 

と
異
な
る
点
を
下
記
に
上
げ
た
。
 

！
8
枚
(
食
道
含
め
て
9
枚
)
法
 

で
行
な
っ
て
い
る
。
 

，
撮
影
体
位
は
一
一
重
造
影
の
み
 

で
行
な
っ
て
い
る
。
 

#食
道
は
基
本
的
に
撮
影
す
る
 

が
、
撮
影
し
な
い
場
合
で
も
I 

ず
透
視
下
で
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
 

で
も
ら
う
。
 

8前
壁
は
、
一
一
重
造
影
が
必
須
 

で
、
一
一
重
造
影
が
雜
し
い
場
合
 

は
圧
迫
枕
を
使
用
し
て
い
る
。
 

X前
壁
上
部
も
撮
影
体
位
に
I
 

み
込
ん
で
い
る
。
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
使
用
で
 

充
盈
像
と
比
較
し
た
一
一
重
造
影
 

像
の
病
変
描
出
率
が
優
れ
い
る
 

こ
と
は
、
他
の
施
設
の
検
討
報
 

告
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、
限
ら
 

れ
た
枚
数
で
は
、
充
盈
像
よ
り
 

一
一
重
造
影
像
が
有
効
で
あ
る
と
 

し
、
一
一
重
造
影
像
を
中
心
と
じ
 

て
い
る
。
枚
数
は
ス
ト
マ
ッ
ブ
 

等
で
検
討
し
た
結
果
、
胃
全
体
 

を
描
出
す
る
に
は
最
少
で
も
一
一
 

重
造
影
で
、
8枚
は
必
要
で
あ
 

る
と
し
た
。
ま
た
、
食
道
撮
影
の
 

導
入
に
よ
り
、
過
去
3年
で
5
 

人
の
食
道
癌
の
発
見
が
あ
っ

。̂
 

他
に
、
従
来
不
足
が
ち
で
 

あ
っ
た
胃
の
上
部
や
前
壁
の
撮
 

影
も
、
粘
膜
面
の
描
出
に
優
れ
 

て
い
る
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
使
 

用
に
よ
り
意
味
の
あ
る
撮
影
体
 

位
と
な
つ
た
と
考
え
る
。
 

他
に
、
口
̶
リ
ン
グ
は
右
下
 

回
転
を
基
本
と
し
て
い
る
。
集
 

団
検
診
で
は
、
胃
全
体
を
付
着
 

さ
せ
、
バ
リ
ウ
ム
の
流
出
を
最
 

小
限
に
と
ど
め
、
胃
全
体
を
描
 

出
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
で
 

あ
り
、
そ
れ
に
は
、
右
下
回
転
が
 

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
(も
ち
 

ろ
ん
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
体
 

位
変
換
時
も
バ
リ
ウ
ム
が
、
撮
 

影
部
位
を
移
動
す
る
よ
う
心
が
 

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
) 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
検
査
人
 

数
の
制
限
も
非
常
に
大
切
で
あ
 

る
と
考
え
る
。
当
施
設
で
は
、
時
 

間
あ
た
り
15〜
17人
、
-日
 

に
5
 
0
人
程
荧
ま
で
の
予
定
を
 

接
撮
影
の
教
育
を
行
な
つ
て
お
 

り
ま
す
。
教
育
期
間
は
3ヶ
月
 

、
6ヶ
月
で
、
直
接
撮
影
修
得
 

後
、
間
接
撮
影
の
教
育
に
入
り
 

間
接
撮
影
の
教
育
方
法
に
つ
 

い
て
は
、
今
回
は
特
に
述
べ
ま
 

せ
ん
で
し
た
が
、
間
接
撮
影
と
 

直
接
撮
影
と
の
大
き
な
違
い
は
、
 

鎮
痛
剤
を
使
用
し
な
い
こ
と
や
、
 

検
診
車
の
場
合
、
透
視
台
に
受
 

診
者
が
乗
る
前
に
、
造
影
剤
を
 

服
用
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
 

短
時
間
で
多
く
の
受
診
者
の
検
 

査
を
行
う
こ
と
な
ど
、
直
接
撮
 

影
に
比
べ
て
難
易
度
が
高
く
な
 

る
た
め
、
当
健
診
セ
ン
タ
ー
で
 

は
、
直
接
撮
影
虞
得
後
に
教
育
 

を
行
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
と
め
 

以
上
、
当
健
診
セ
ン
タ
︱
で
 

行
な
つ
て
い
る
上
部
消
化
管
直
 

接
撮
影
の
教
育
方
法
に
つ
い
て
 

述
べ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
納
 

得
の
い
く
教
育
を
行
な
つ
て
い
 

る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
 

す
。
し
か
し
、
新
人
の
教
育
を
行
 

う
上
で
は
、
基
本
的
な
事
項
を
 

十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
 

要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
撮
影
に
 

関
し
て
は
、
各
撮
影
体
位
や
、
撮
 

影
法
の
利
点
、
欠
点
と
、
胃
内
に
 

お
け
る
、
体
位
変
換
時
の
胃
内
 

に
お
け
る
バ
リ
ウ
ム
の
流
れ
の
 

見
方
及
び
、
造
影
剤
の
特
性
を
 

十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
 

要
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
影
 

に
関
し
て
は
、
胃
の
形
や
位
置
 

の
異
常
、
辺
縁
、
粘
膜
面
の
異
常
 

を
十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
 

必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
、
胃
集
検
に
携
わ
 

る
、
後
継
者
育
成
の
現
状
と
問
 

題
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
 

し
た
。
一
番
目
と
し
て
、
胃
 

集
検
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
が
 

上
げ
ら
れ
ま
す
。
検
診
施
設
に
 

人
が
集
ま
ら
な
い
の
は
、
病
院
 

に
比
べ
て
、
労
働
条
件
の
悪
さ
 

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
 

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
検
診
の
 

特
殊
性
を
考
え
て
、
労
働
条
件
 

(労
働
時
間
、
賃
金
を
含
め
て
)
 

の
改
善
を
計
る
こ
と
が
必
要
で
 

あ
り
ま
す
。
 

一
一
番
目
と
し
て
、
医
師
、
放
 

射
線
技
師
、
保
健
婦
、
行
政
な
 

ど
の
、
指
導
者
の
教
育
の
確
立
 

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
各
 

施
設
共
、
後
継
者
の
指
導
を
行
 

う
と
き
、
指
導
者
は
自
分
の
経
 

験
を
基
に
教
育
を
行
っ
て
い
る
 

の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
経
 

験
を
基
に
教
育
を
行
う
の
も
必
 

要
で
す
が
、
指
導
者
を
対
象
と
 

し
た
研
修
会
等
の
開
催
及
び
、
 

学
会
認
定
の
指
導
者
研
修
施
設
 

を
指
定
し
、
早
急
に
統
一
し
た
 

指
導
方
法
の
確
立
が
必
要
で
あ
 

る
と
考
え
ま
す
。
 

三
番
目
と
し
て
、
検
査
に
対
 

す
る
相
互
の
理
解
を
高
め
る
た
 

め
、
医
師
、
技
師
同
席
の
研
修
 

会
、
勉
強
会
の
開
催
の
必
要
で
 

あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
検
査
担
当
者
は
、
 

最
終
診
断
ま
で
確
認
し
、
反
省
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
撮
影
技
術
 

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
の
 

で
、
ぜ
ひ
、
行
っ
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

胃
集
団
検
診
に
お
け
る
標
準
方
式
の
再
^
^
 

(
財
)
早
期
胃
癌
検
診
協
会
中
央
 

今
回
の
テ
ー
マ
よ
り
、
胃
集
 

団
検
診
〔
以
ド
胃
集
検
)に
携
わ
 

る
技
師
の
立
場
か
ら
、
医
師
お
 

よ
び
指
導
的
立
場
の
技
師
の
方
 

へ
の
要
望
と
し
て
、
胃
集
検
に
 

お
け
る
標
準
方
式
の
再
検
討
の
 

お
願
い
と
、
我
々
次
世
代
技
師
 

の
意
識
，
あ
り
方
を
考
え
て
み
 

た
。
 

昭
和

年̂
に
始
ま
っ
た
胃
集
 

検
は
、
昭
和
的
年
、
胃
集
団
検
診
 

間
接
撮
影
の
標
準
化
の
試
み
と
 

し
て
、
6
枚
(
読
影
)
法
を
発
表
 

し
た
。
そ
し
て
約

年̂
後
の
昭
 

和

年̂
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
6
 

枚
法
に
よ
る
標
準
方
式
の
問
題
 

点
を
改
善
す
べ
く
7枚
撮
影
法
 

が
答
申
さ
れ
た
。
 

そ
し
て
2
年
経
っ
た
現
在
、
 

装
置
.造
影
剤
1フ
ィ
ル
ム
等
は
 

改
善
さ
れ
、
特
に
造
影
剤
は
、
卨
 

濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
出
現
に
よ
り
、
 

従
来
の
バ
リ
ウ
ム
と
比
較
し
、
 

一
一
重
造
影
像
の
粘
膜
面
お
よ
び
 

病
変
の
描
出
に
飛
躍
的
な
変
化
 

を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
な
が
 

ら
、
そ
の
間
標
準
方
式
の
再
検
 

討
は
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

今
回
、
当
診
療
所
に
お
け
る
 

過
去
3年
間
で
の
胃
間
接
集
団
 

検
診
の
が
ん
発
見
率
と
平
成
7
 

年
度
の
全
国
間
接
胃
集
検
の
成
 

績
を
表
1に
示
し
、
こ
れ
ら
を
 

参
考
に
胃
集
検
の
標
準
方
式
の
 

再
検
討
を
要
望
す
る
。
 

我
々
が
行
っ
て
い
る
胃
集
検
 

は
、
全
て
職
域
検
診
で
今
回
の
 

デ
Iタ
は
2次
検
査
以
降
も
当
 

診
療
所
で
行
な
っ
た
団
体
だ
け
 

を
対
象
と
し
た
。
 

受
診
者
数
は
、
の
べ
？
：
団
 

体

2
 
2

 

7
6
4
人
、
要
一
一
 

次
検
査
者
3、
 
0
0

 6
1
人
〔
5
，
 

%%)う
ち
、
一
一
次
検
査
受
診
 

者
3、
 0̂
人
(巧
.お
お
)、
 

が
ん
発
見
数
は
37例
〈
0\
 

"%)、
早
期
が
ん
率
は
が
，
4
 

お
で
あ
っ
た
。
 

全
国
平
均
の
が
ん
発
見
率
 

0

 ，

 0
4
呢
と
比
べ
良
い
結
果
 

が
得
ら
れ
た
。
が
ん
発
見
率
が
 

高
値
と
な
つ
た
主
な
理
由
と
し
 

て
、
近
年
、
当
施
設
で
は
、
高
 

濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
導
入
に
よ
 

り
、
一
一
重
造
影
を
中
心
と
し
た
 

撮
影
体
位
の
再
検
討
を
行
な
つ
 

れ
ュ
"
"
後
の
1
染
^
^
後
継
者
育
成
の
視
点
か
ら
み
た
保
健
婦
業
務
の
現
状
と
問
題
点
を
考
え
る
 

は
數
を
こ
な
す
こ
と
は
力
.̂
^̂
 

で
は
な
く
、
質
を
重
要
視
し
な
 

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
今
 

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
も
明
ら
か
 

で
あ
る
だ
ろ
う
。
 

前
項
に
も
記
し
た
が
、
様
々
 

な
施
設
で
充
盈
像
，
薄
層
法
と
 

比
較
し
た
場
合
の
一
一
重
造
影
像
 

の
有
用
性
や
髙
澳
度
バ
リ
ウ
ム
 

の
有
用
性
な
ど
の
検
討
奉
告
が
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
 

設
で
は
、
何
年
も
前
か
ら
一
一
重
 

造
影
を
中
心
と
し
た
撮
影
法
、
 

前
壁
一
一
重
造
影
の
導
入
、
粉
末
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
使
用
が
当
 

た
り
前
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
胃
集
検
 

の
母
体
で
あ
る
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
で
、
示
さ
れ
て
い
 

る
標
準
撮
影
方
式
は
充
盈
像
を
 

2枚
も
含
む
7枚
法
で
2年
前
 

の
ま
ま
、
何
の
改
正
も
さ
れ
て
 

い
な
い
。
胃
集
検
に
携
わ
る
医
 

師
の
か
た
が
た
へ
の
要
望
と
し
 

て
、
早
急
に
胃
集
検
の
撮
影
体
 

位
、
撮
影
枚
数
を
含
め
た
標
準
 

方
式
の
改
正
，
再
検
討
を
是
非
 

行
な
つ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
 

の
際
、
使
用
に
適
し
た
造
影
剤
 

や
撮
影
人
数
の
制
限
も
行
っ
て
 

い
た
だ
き
た
い
。
 

検
診
事
業
が
一
般
財
源
化
さ
 

れ
た
今
、
自
治
体
は
、
遅
か
れ
早
 

か
れ
、
「
安
く
、
た
く
さ
に
や
つ
 

て
く
れ
る
検
診
」
に
検
診
業
務
 

を
任
せ
る
様
に
な
り
、
「
安
か
ろ
 

う
、
悪
か
ろ
う
。
検
診
は
や
つ
ば
 

り
無
駄
」
と
成
り
か
ね
な
い
。
手
 

遅
れ
に
な
る
前
に
「
安
か
ろ
う
、
 

悪
か
ろ
う
。
」
主
義
の
検
診
機
関
 

の
底
上
げ
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

医
師
へ
の
要
望
ば
か
り
で
な
 

く
、
で
は
、
技
師
は
何
を
す
べ
き
 

だ
ろ
う
か
。
特
に
、
我
々
次
世
代
 

の
技
師
は
。
 

我
々
は
も
つ
と
胃
集
検
に
携
 

わ
る
技
師
の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
を
 

広
げ
、
情
報
交
換
を
し
て
、
全
体
 

の
レ
べ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
か
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
 

そ
し
て
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
 

こ
と
知
識
も
き
ち
ん
と
身
に
つ
 

け
る
必
要
が
あ
る
。
症
例
検
討
 

会
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
 

し
、
自
ら
の
知
識
を
増
や
す
こ
 

と
で
、
自
然
と
撮
影
体
位
の
検
 

特
に
問
診
表
，
カ
ル
テ
の
見
直
し
に
つ
い
て
 

横
浜
市
立
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
タ
. 

山
中
孝
子
 

検
診
セ
ン
タ
ー
で
の
施
設
検
 

診
を
と
り
あ
げ
、
保
健
婦
業
務
 

の
分
析
と
改
善
を
と
お
し
後
継
 

者
育
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
 

た
。
 

保
健
婦
業
務
の
分
析
を
し
て
 

み
る
と
、
(！
-ー
 問
診
(？
)受
 

診
者
管
理
 
一
3
】
受
診
勧
奨
の
た
 

め
の
啓
発
活
動
で
あ
る
。
 

〔
1〉
の
問
診
で
は
、
受
診
者
の
 

多
く
が
多
項
目
の
検
診
を
受
診
 

す
る
た
め
受
け
る
時
に
検
診
ご
 

と
の
複
数
の
問
診
票
を
全
て
記
 

入
す
る
必
要
が
あ
り
時
間
が
か
 

か
っ
た
、
ま
た
保
健
婦
は
検
診
 

ご
と
の
問
診
を
と
る
こ
と
で
限
 

ら
れ
た
時
間
の
中
で
十
分
な
問
 

診
が
と
れ
て
い
る
か
疑
問
に
な
 

る
こ
と
も
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
簡
 

潔
か
つ
明
瞭
な
問
診
を
行
い
省
 

力
化
を
計
る
検
討
を
行
っ
た
。
 

ま
ず
今
ま
で
の
問
診
票
を
見
 

直
し
て
み
る
と
、
検
診
ご
と
で
 

同
じ
よ
う
に
聞
い
て
い
る
基
本
 

情
報
の
部
分
と
検
診
ご
と
独
自
 

の
部
分
が
あ
り
、
記
入
す
る
場
 

合
に
繁
雑
で
あ
る
た
め
内
容
と
 

形
式
の
検
討
を
行
っ
た
。
図
1
 

検
討
後
の
問
診
票
は
表
に
い
ま
 

ま
で
重
複
し
て
記
入
が
必
要
 

だ
っ
た
個
人
の
基
本
情
報
の
部
 

分
を
男
性
と
女
性
用
の
ふ
た
と
 

お
り
と
し
、
い
ず
れ
か
一
枚
の
 

記
入
で
可
能
な
形
式
と
し
た
。
 

ま
た
裏
面
に
検
診
ご
と
の
精
密
 

検
査
歴
ゃ
自
覚
症
状
な
ど
を
移
 

動
す
る
こ
と
で
、
判
定
診
断
の
 

参
考
と
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
 

た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
受
診
者
の
 

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
重
 

複
し
て
記
入
す
る
場
合
に
起
こ
 

る
答
え
方
の
く
い
ち
が
い
な
ど
 

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
今
 

後
は
検
診
歴
が
あ
る
場
合
打
ち
 

出
し
も
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
 

い
る
が
ま
だ
実
用
化
に
は
至
つ
 

て
い
な
い
が
引
き
続
き
検
討
し
 

て
い
き
た
い
。
 

次
に
胃
一
次
検
診
受
診
者
の
 

精
密
検
査
の
選
択
制
導
入
に
つ
 

【
铲
ず
-

当
施
設
で
は
、
胃
の
一
次
検
 

診
を
間
接
X線
検
査
で
行
い
精
 

容
 

内
 

討
や
撮
影
技
術
の
向
上
に
も
つ
 

な
が
り
、
ま
た
必
ず
、
が
ん
癸
 

見
率
の
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
く
と
 

考
え
る
。
 

そ
し
て
、
今
後
の
胃
集
検
の
 

場
に
お
い
て
、
我
々
技
師
が
ま
 

ず
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
の
は
、
胃
集
検
の
現
状
で
あ
 

り
、
自
ら
の
お
か
れ
た
立
場
で
 

あ
る
。
限
ら
れ
た
撮
影
時
間
と
 

限
ら
れ
た
コ
ス
ト
の
中
で
情
報
 

の
多
い
フ
ィ
ル
ム
を
読
影
医
に
 

提
供
す
る
。
極
め
て
、
厳
し
い
 

立
場
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
 

が
ら
、
我
々
は
、
一
人
一
人
の
 

受
診
者
の
命
を
預
か
つ
て
い
る
 

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
取
 

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
技
術
は
も
 

ち
ろ
ん
の
、
」
と
診
断
学
を
ふ
く
 

め
た
精
度
管
理
と
大
き
な
意
味
 

で
の
知
識
も
身
に
つ
け
る
必
要
 

が
あ
る
。
 

胃
集
検
全
体
の
質
的
精
度
を
 

上
げ
な
け
れ
ば
が
ん
検
診
は
、
 

今
後
私
達
の
手
か
ら
離
れ
て
い
 

く
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
 

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
胃
集
 

検
に
携
わ
る
一
人
一
人
の
意
識
 

向
上
、
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
︱
 

シ
ヨ
ン
、
情
報
交
換
が
大
切
に
 

な
つ
て
く
る
。
 

そ
し
て
、
我
々
技
師
を
支
え
 

て
く
れ
る
医
師
の
力
が
必
要
と
 

な
つ
て
く
る
。
 

密
検
査
や
は
直
接
X線
検
査
を
 

実
施
し
て
き
た
が
、
近
年
の
内
 

視
鏡
の
普
及
と
受
診
者
か
ら
の
 

要
望
も
あ
り
直
接
内
視
鏡
か
ら
 

精
密
検
査
を
行
う
試
み
を
始
め
 

た
。
一
次
検
診
の
問
診
時
に
精
 

密
検
査
の
方
法
の
希
望
を
聞
い
 

て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
平
成
7
 

年
8
月
1
日
か
ら
平
成
9
年
ゆ
 

月
？
；
：
日
ま
で
の
一
次
検
診
斜
9
 

64人
の
う
ち
内
視
鏡
検
査
の
 

希
望
は
、
2070人
、
お
-7
 

お
直
接
X
線
検
査
の
希
望
は
、
 

2894人
、
お
.3ぉ
で
こ
の
 

結
果
か
ら
半
数
以
上
に
直
接
X
 

線
の
検
査
希
望
が
あ
り
、
容
易
 

に
は
内
視
鏡
検
査
が
受
け
入
れ
 

ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
 

さ
ら
に
受
診
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
 

の
た
め
に
検
討
を
続
け
て
い
き
 

(
ミ
)
受
診
者
管
理
と
啓
発
活
動
 

図
2
 

一
次
一
；
次
検
診
結
果
外
来
が
 

こ
れ
ま
で
検
診
ご
と
に
胃

大̂
 

腸
1
肝
胆
睇
と
単
独
の
外
来
を
 

も
っ
て
い
た
が
、
消
化
器
外
来
 

と
し
て
一
本
化
に
な
っ
た
。
 

カ
ル
テ
の
様
式
も
検
診
ご
と
 

そ
れ
ぞ
れ
だ
っ
た
も
の
が
、
統
 

一
し
た
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
 

に
な
り
、
同
時
に
受
診
歴
と
次
 

回
指
示
の
ぺ
︱
ジ
も
設
け
使
用
 

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、
今
回
 

受
け
た
検
査
全
体
の
内
容
と
一
一
 

次
検
診
履
歴
が
三
回
分
、
一
覽
 

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
お
 

り
検
査
の
種
類
と
結
果
，
所
見
 

診
断
，
経
過
観
察
指
示
と
そ
れ
 

に
対
応
す
る
コ
︱
ド
番
号
が
記
 

載
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
入
力
を
 

保
健
婦
が
担
当
し
、
こ
れ
ま
で
 

は
検
診
ご
と
に
担
当
保
健
婦
が
 

お
こ
な
つ
て
い
た
も
 

の
を
所
見
診
断
，
指
 

示
な
ど
を
コ
︱
ド
化
 

一
覧
に
す
る
こ
と
で
 

だ
れ
が
み
て
も
分
か
 

り
や
す
く
、
だ
れ
で
 

も
が
対
応
し
や
す
い
 

か
た
ち
に
し
た
こ
と
 

で
、
入
力
作
業
の
省
 

力
化
が
計
れ
る
よ
う
 

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
 

と
か
ら
空
き
時
間
を
 

保
健
婦
本
来
に
求
め
 

ら
れ
る
啓
発
活
動
の
 

充
実
に
あ
て
る
こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
 

な
つ
て
き
た
。
 

ま
と
め
 

一
連
の
保
健
婦
の
業
務
内
容
 

を
振
り
返
り
、
整
理
検
討
す
る
 

こ
と
で
複
雑
か
つ
繁
雑
な
業
務
 

内
容
を
簡
潔
で
明
暸
な
も
の
と
 

す
る
こ
と
が
で
き
、
次
に
業
務
 

に
携
る
者
へ
の
引
継
ぎ
が
よ
り
 

容
易
に
行
え
る
よ
、
つ
に
な
る
と
 

考
え
る
。
 

ま
た
こ
の
よ
う
に
、
常
に
問
 

題
点
を
だ
し
検
討
評
価
を
お
、
」
 

な
つ
て
い
く
こ
と
は
、
受
診
勧
 

奨
の
活
動
に
と
っ
て
必
要
な
ス
 

テ
ツ
プ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
 

受
診
者
サ
︱
ビ
ス
の
た
め
に
検
 

討
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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認
定
技
師
制
度
』
暗
礁
に
 

平
成
9年
5月
お
日
に
帆
を
揚
げ
た
「
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
認
定
放
射
線
技
師
制
度
」
は
、
船
主
の
指
示
と
船
頭
 

の
思
惑
が
違
っ
て
、
港
を
出
な
い
う
ち
に
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。
 

「
施
行
」
後
1年
を
経
過
し
た
が
、
各
地
方
支
部
に
は
旗
揚
げ
時
に
呼
称
し
た
数
の
客
員
は
存
在
せ
ず
、
数
名
の
航
海
士
 

だ
け
で
は
暗
礁
か
ら
船
を
引
き
上
げ
る
人
力
に
も
不
足
し
、
座
礁
し
た
船
が
ど
う
な
る
の
か
見
通
し
は
立
つ
て
い
な
い
。
当
 

事
者
の
放
射
線
技
師
が
主
体
と
な
っ
て
、
新
た
な
船
の
建
造
に
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
も
は
や
各
地
域
 

の
技
師
は
冷
め
た
気
分
で
、
か
っ
て
の
燃
え
る
よ
う
な
意
気
込
み
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
 

「
日
消
集
検
学
会
認
定
技
師
制
度
」
の
経
過
と
問
題
点
を
探
っ
て
見
る
。
 

マ
ー
年
経
過
し
た
大
阪
で
 

地
方
会
技
師
部
会
石
渡
良
徳
 

代
表
世
話
人
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
 

平
成
川
年
5月
"日
、
第

回̂
 

大
阪
学
会
期
間
に
開
催
さ
れ
た
 

「
従
事
者
研
究
会
技
師
部
会
世
話
 

人
会
」
で
は
、
参
加
者
は
土
井
偉
 

誉
従
事
者
研
究
会
委
員
長
、
速
 

水
宏
行
北
海
道
支
部
代
表
、
原
 

ロ
雅
行
東
北
支
部
代
表
、
川
地
 

俊
明
東
海
北
陸
支
部
代
表
代
理
、
 

川
口
幸
脩
九
州
支
部
代
表
と
石
 

渡
良
徳
関
東
甲
信
越
支
部
代
表
 

の
6名
で
、
未
だ
に
組
織
.会
員
 

数
.会
則
等
が
把
握
で
き
て
い
 

な
い
支
部
が
あ
り
、
代
表
技
師
 

が
参
加
し
な
い
支
部
も
あ
つ
た
。
 

東
海
北
陸
は
本
年
月
、
中
国
 

0国
支
部
は
来
年
2月
に
会
則
 

案
が
審
議
さ
れ
、
そ
こ
で
承
認
 

さ
れ
れ
ば
全
支
部
に
技
師
部
会
 

会
則
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
來
 

年
5月
、
第

回̂
盛
岡
日
消
集
 

検
学
会
前
に
は
、
認
定
制
度
の
 

「
検
討
委
員
会
」
が
開
か
れ
る
と
 

い
う
こ
と
で
、
平
成
9年
5月
 

？
3日
に
「
実
施
」
と
な
っ
て
1年
 

経
過
し
た
が
、
具
体
化
の
見
通
 

し
は
立
っ
て
い
な
い
。
 

令
千
葉
で
も
進
展
見
え
ず
 

平
成
2年
3月
一
：
日
、
第
お
 

回
千
葉
学
会
開
催
期
間
中
に
行
 

わ
れ
た
「
従
事
者
研
究
会
技
師
 

部
会
代
表
会
議
」
で
も
、
参
加
し
 

た
石
渡
良
徳
部
会
代
表
に
よ
れ
 

ば
、
東
北
と
中
国
四
国
支
部
技
 

師
代
表
は
欠
席
で
、
代
理
す
ら
 

参
加
し
て
い
な
い
。
「
検
討
委
員
 

会
」
は
土
井
理
事
に
よ
る
と
「
代
 

表
が
決
定
し
て
い
な
い
支
部
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
決
定
さ
れ
次
 

第
に
開
催
す
る
Iと
の
こ
と
で
、
 

発
足
は
来
年
3月
で
そ
の
後
に
 

開
催
の
見
込
み
。
ま
た
、
議
事
録
 

で
は
「
検
討
小
委
員
会
」
は
「
学
 

会
認
定
医
師
7
名
、
各
支
部
技
 

師
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
技
師
 

7名
、
土
井
理
事
の
計
；
0名
」
の
 

溝
成
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

未
だ
に
に
中
国
四
国
支
部
の
医
 

師
代
表
は
未
定
、
技
師
代
表
は
 

東
海
北
陸
は
：
：
月
に
、
中
国
四
 

国
支
部
は
来
年
2月
に
決
ま
る
 

予
1疋
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

命
文
部
省
は
技
師
の
消
化
管
 

造
影
を
承
認
か
 

な
お
、
「
技
師
部
会
代
表
会
 

議
」
議
事
録
に
土
井
理
事
発
言
 

と
し
て
認
定
制
度
に
つ
い
て
 

「
文
部
省
の
通
達
で
ぺ
ー
パ
︱
テ
 

ス
ト
を
行
う
よ
う
に
と
指
導
を
 

受
け
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
①
「
制
度
」
そ
れ
自
体
 

が
検
討
段
階
な
の
に
、
文
部
省
 

に
何
を
示
し
指
導
を
受
け
た
の
 

か
。
②
文
部
省
に
示
す
前
に
「
検
 

討
小
委
員
会
」
で
検
討
し
原
案
 

を
作
り
、
理
事
会
で
審
議
し
て
 

か
ら
、
文
部
省
に
見
解
を
礼
す
 

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
③
 

土
井
理
事
発
言
を
そ
の
ま
ま
理
 

解
す
る
と
、
文
部
省
は
ぺ
ー
 

パ
ー
テ
ス
ト
を
行
え
ば
放
射
線
 

技
師
が
「
消
化
管
」
造
影
検
査
、
 

つ
ま
り
"上
部
と
下
部
の
造
影
 

検
査
"を
行
う
こ
と
を
承
認
し
 

た
と
な
る
が
。
④
ま
た
、
そ
れ
に
 

対
す
る
厚
生
省
の
見
解
は
ど
う
 

な
の
か
。
そ
の
よ
う
な
重
大
な
 

「
通
達
」
で
あ
れ
ば
、
当
然
文
部
 

省
の
部
署
責
任
者
の
通
達
文
書
 

が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
厚
生
省
 

に
対
し
て
も
見
解
を
札
す
ベ
き
I 

で
す
。
疑
問
が
起
こ
る
が
質
：
 

応
答
は
議
事
録
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

令
大
柴
理
事
長
の
意
向
は
ど
 

う
で
あ
つ
た
か
 

認
定
制
度
の
経
過
を
理
事
会
 

議
事
録
で
み
る
と
、
平
成
7年
 

川
月
が
日
の
理
事
会
で
大
柴
理
 

事
長
は
「
支
部
会
を
レ
べ
ル
 

ア
ッ
プ
し
て
支
部
内
で
技
師
と
 

の
関
連
性
を
も
ち
認
定
技
師
制
 

度
の
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
 

と
」
。
平
成
9年
：
：
月
2日
に
は
 

「
集
検
従
事
者
技
師
認
定
の
件
に
 

関
し
て
は
各
地
方
会
で
実
施
さ
 

れ
た
い
。
こ
の
た
め
に
支
部
会
 

員
を
整
理
把
握
し
支
部
規
約
の
 

整
合
性
を
図
る
」
と
指
示
し
て
 

い
る
。
 

理
事
長
は
各
支
部
技
師
部
会
 

を
組
織
強
化
し
、
実
質
的
に
技
 

師
が
主
体
で
、
認
定
制
度
が
実
 

施
運
営
で
き
る
体
制
を
作
ろ
う
 

と
し
て
い
る
意
図
が
読
み
取
れ
 

る
0
 

令
ど
こ
の
支
部
か
ら
の
要
望
 

か
 し

か
し
、
学
会
認
定
制
度
の
 

立
案
、
審
議
、
「
施
行
」
の
経
過
 

を
み
る
と
、
平
成
7年

月̂
が
 

日
理
事
会
で
、
土
井
監
事
よ
り
 

「
放
射
線
技
師
部
会
よ
り
技
師
認
 

定
制
度
に
対
す
る
要
望
が
あ
つ
 

た
」
と
さ
れ
、
「
発
足
に
向
け
て
 

作
業
を
進
め
る
こ
と
を
了
承
さ
 

れ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
何
支
 

部
の
放
射
線
技
師
部
会
か
ら
、
 

土
井
監
事
に
要
望
さ
れ
た
か
は
 

記
さ
れ
て
い
な
い
。
関
東
甲
信
 

越
支
部
は
平
成
5
年
2
月
に
、
 

地
方
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
制
 

度
規
程
を
本
学
会
理
事
会
に
提
 

案
し
た
が
、
審
議
後
に
据
え
置
 

一
か
れ
て
い
る
。
関
東
甲
信
越
支
 

部
技
師
部
会
よ
り
土
井
監
事
に
 

要
望
さ
れ
た
の
な
ら
、
「
関
東
甲
 

信
越
支
部
制
度
規
程
」
が
起
案
 

の
骨
子
と
な
っ
た
は
ず
で
、
起
 

案
に
は
窪
田
委
員
会
メ
ン
バ
I
 

に
参
加
呼
び
か
け
が
あ
つ
て
当
 

然
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
 

一
切
無
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
 

は
、
別
支
部
の
放
射
線
技
師
部
 

会
よ
り
土
井
監
事
に
要
望
が
 

あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
 

れ
ば
、
そ
の
支
部
が
基
盤
と
 

な
っ
て
論
議
を
起
こ
し
、
制
度
 

実
施
の
推
進
力
に
な
ら
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
気
配
 

が
全
く
無
い
の
は
お
か
し
い
。
 

令
論
議
も
さ
れ
ず
に
「
施
行
」
 

そ
の
後
、
平
成
9年
5月
2
 

1日
の
理
事
会
に
、
土
井
理
事
 

よ
り
「
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
集
検
従
事
者
研
究
会
委
員
 

会
内
規
(案
)」
及
び
「
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
認
定
消
化
管
 

撮
影
放
射
線
技
師
制
度
(
案
ご
 

が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
要
 

望
」
が
あ
っ
て
か
ら
の
1年
7
 

力
月
の
間
、
大
柴
理
事
長
が
指
 

摘
し
た
よ
う
に
、
各
地
方
支
部
 

技
師
代
表
は
「
支
部
会
員
を
整
 

理
把
握
」
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
 

か
し
、
そ
れ
は
さ
れ
て
い
な
い
。
 

支
部
に
よ
っ
て
は
放
射
線
技
師
 

部
会
の
会
則
も
な
く
、
組
織
と
 

し
て
の
存
在
す
ら
な
く
、
学
会
 

本
部
に
報
告
さ
れ
た
技
師
部
会
 

会
員
数
の
実
態
は
な
か
っ
た
。
 

「
学
会
認
定
制
度
(案
ご
は
全
国
 

の
技
師
の
間
で
議
論
さ
れ
て
い
 

な
い
。
に
も
拘
ら
ず
平
成
9年
 

5月
日̂
に
「
施
行
さ
れ
た
」
と
 

さ
れ
て
い
る
。
 

，
市
町
村
保
健
婦
の
立
場
か
ら
希
望
す
る
こ
と
-

多
摩
市
福
祉
部
健
康
課
田
島
佐
知
子
 

今
ま
で
国
と
都
道
府
県
か
ら
 

出
て
い
た
、
が
ん
検
診
に
関
す
 

る
費
用
が
、
平
成

年̂
度
か
ら
 

般
財
源
化
さ
れ
、
検
診
の
方
 

向
性
に
関
す
る
決
定
権
が
市
町
 

村
に
委
ね
ら
れ
た
。
各
市
町
村
 

の
考
え
方
や
財
政
状
況
に
よ
り
、
 

検
診
の
方
向
に
も
個
性
が
出
て
 

、
る
。
地
方
分
権
の
流
れ
を
受
 

け
て
、
決
定
権
が
市
町
村
に
増
 

え
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
 

あ
る
。
し
か
し
、
が
ん
検
診
に
関
 

す
る
専
門
の
医
師
や
放
射
線
技
 

師
が
在
籍
し
て
い
な
い
市
町
村
 

に
と
つ
て
は
、
方
向
性
を
出
す
 

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
 

当
市
に
お
い
て
、
胃
集
検
は
 

検
診
機
関
へ
委
託
を
し
て
お
り
、
 

検
診
企
画
は
事
務
職
員
と
保
健
 

婦
で
立
案
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
 

当
市
の
胃
集
検
の
現
状
と
保
健
 

婦
業
務
の
課
題
を
も
と
に
、
委
 

託
す
る
側
か
ら
の
検
診
機
関
へ
 

の
要
望
を
述
べ
、
後
継
者
育
成
 

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
 

1
多
摩
市
の
胃
集
検
の
現
状
 

多
摩
市
の
胃
集
団
検
診
は
、
東
 

京
都
健
康
推
進
財
団
で
あ
る
多
 

摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
に
委
託
 

し
て
行
っ
て
い
る
。
受
診
者
が
 

安
心
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
 

囲
気
で
、
負
担
も
少
な
く
検
診
 

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
 

く
り
と
ス
タ
ツ
フ
の
対
応
を
め
 

ざ
し
、
事
務
と
保
健
婦
で
協
力
 

し
な
が
ら
検
診
計
画
を
立
て
て
 

，
る
。
検
診
の
中
で
保
健
婦
が
 

主
に
関
わ
る
の
は
結
果
説
明
と
 

事
後
フ
ォ
口
︱
で
あ
る
。
 

受
診
状
況
(
図
1
参
照
)
は
、
 

受
診
者
数
が
年
間
約
16

 
0
 0 

人
前
後
、
対
象
者
人
口
の
4
 

お
。
精
検
率
は
約

:̂

 

%
で
あ
 

る
。
要
精
密
検
査
者
の
中
で
、
 

が
ん
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
 

多
摩
が
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
緊
急
 

で
連
絡
が
あ
る
方
の
割
合
は
、
 

年
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
平
成
 

8
年
度
は
2
人
(
要
精
検
者
の
 

フ
ぉ
)、
平
成
9年
度
は

人̂
 

(
要
精
検
者
の
"
お
)
で
あ
つ
 

た
。
精
密
検
査
者
の
結
果
(
図
 

2
参
照
)
、
が
ん
で
あ
っ
た
方
 

の
割
合
は
平
成
8年
度
0

 
，

 8 

お
、
平
成
9年
度
ー
.5ぉ
(但
 

し
平
成
9年
度
分
は
現
在
も
結
 

果
追
跡
中
)
。
が
ん
で
あ
っ
た
 

方
の
う
ち
、
緊
急
連
絡
で
あ
つ
 

た
ほ
う
は
、
平
成
8年
度
は
が
 

ん
2
人
の
う
ち
の
1
人
(
早
期
 

が
ん
)
、
平
成
9
年
度
は
が
ん
 

4
人
全
員
(
早
期
1
人
、
進
行
 

3
人
)
で
あ
っ
た
。
未
受
診
者
 

の
割
合
は
平
成
8年
度
4

 ，

 5 

ぁ
、
平
成
9年
度
4

 

4
 0
ぁ
で
 

あ
る
。
 

保
健
婦
が
主
に
関
わ
る
結
果
 

説
明
は
、
一
次
検
診
で
異
常
が
 

無
か
っ
た
方
へ
は
郵
送
、
要
精
 

密
検
査
者
に
対
し
て
は
、
保
健
 

婦
に
よ
る
面
接
に
て
結
果
説
明
 

と
精
密
検
査
医
療
機
関
の
紹
介
 

を
行
つ
て
い
る
。
緊
急
で
連
絡
 

が
あ
っ
た
方
へ
は
、
平
成
8年
 

度
ま
で
市
の
が
 

ん
担
当
保
健
婦
 

か
ら
電
話
連
絡
 

を
し
て
い
た
。
し
 

か
し
、
電
話
連
絡
 

に
よ
る
結
果
説
 

明
で
、
不
安
が
增
 

強
し
た
方
が
何
 

人
か
い
た
こ
と
 

が
分
か
っ
た
。
不
 

安
を
強
く
与
え
 

て
し
ま
う
恐
れ
 

が
あ
る
電
話
で
 

の
説
明
を
避
け
、
 

平
成
9
年
度
か
 

ら
は
、
連
絡
が
 

入
っ
て
か
ら
1
 

週
間
以
内
に
、
面
 

接
に
て
説
明
す
 

訳
 

内
 

結
 

纟
 

力
 

巿
 

多
 

面
 

る
よ
う
に
し
、
不
 

安
を
与
え
す
ぎ
な
 

い
よ
う
、
説
明
時
 

の
言
葉
な
ど
を
配
 

慮
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
不
 

安
が
極
端
に
増
強
 

し
た
と
い
う
方
の
 

声
は
聞
か
れ
て
い
 

な
い
が
、
平
成
9
 

年
度
の
精
検
未
受
 

診
者
の
う
ち
2
人
 

^
 、

 
、

、

；

！

.
'
レ

0

 丁
匕
匕
 

力
力
入
ダ
一
^
ム
ほ
 

性
が
高
い
緊
急
連
 

絡
の
方
で
あ
り
、
 

理
由
は
「
忙
し
い
 

た
め
」
と
「
症
状
が
 

な
い
か
ら
」
で
 

あ
っ
た
。
「
忙
し
い
た
め
」
と
の
 

理
由
の
方
は
結
果
説
明
を
面
接
 

で
行
っ
た
方
で
あ
り
、
「
症
状
が
 

な
い
か
ら
」
と
の
理
由
の
方
は
 

結
果
説
明
に
も
来
所
で
き
ず
、
 

郵
送
と
な
つ
て
し
ま
っ
た
方
で
 

あ
る
。
 

？
3
胃
集
検
に
お
け
る
保
健
婦
 

業
務
の
課
題
 

1
面
接
技
能
の
向
上
 

結
果
説
明
時
の
所
見
に
つ
い
て
、
 

説
明
の
仕
方
が
注
意
点
に
つ
い
 

て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
 

ど
の
保
健
婦
で
も
説
明
が
で
き
 

る
よ
、
つ
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 

面
接
技
能
に
つ
い
て
は
、
個
人
 

の
努
力
や
能
力
、
ま
た
は
経
験
 

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。
情
報
 

を
い
か
に
正
確
に
伝
え
、
不
安
 

な
く
精
検
受
診
へ
つ
な
げ
る
か
 

が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
ア
ン
 

ケ
︱
ト
等
を
利
用
し
て
、
受
診
 

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
保
健
 

婦
各
自
が
面
接
技
能
を
振
り
返
 

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
面
 

接
技
能
の
向
上
の
た
め
に
も
、
 

未
受
診
で
あ
っ
た
理
由
の
把
握
 

を
徹
底
し
た
り
、
精
密
検
査
医
 

療
機
関
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
，
ァ
 

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
 

テ
ム
が
で
き
れ
ば
良
い
。
 

2検
診
の
評
価
.見
直
し
 

検
診
に
従
事
す
る
事
務
担
当
 

者
や
保
筻
婦
は
、
よ
り
良
い
検
 

診
を
目
指
し
、
評
価
，
見
直
し
を
 

す
る
際
、
受
診
率
等
の
数
字
だ
 

け
で
は
な
く
、
受
診
者
の
満
足
 

度
な
ど
も
評
価
に
入
れ
て
い
く
 

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

&
委
託
す
る
側
か
ら
の
検
診
 

機
関
へ
の
要
望
 

当
市
に
お
い
て
は
、
多
摩
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
の
、
定
期
 

的
な
市
町
村
業
務
連
絡
会
の
開
 

催
時
や
、
日
頃
の
業
務
連
絡
で
、
 

が
ん
検
診
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
 

け
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
、
非
常
 

に
参
考
に
な
つ
て
い
る
。
市
町
 

村
に
は
放
射
線
技
師
や
が
ん
検
 

診
専
門
の
医
師
が
在
籍
し
て
い
 

る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
今
後
の
 

検
診
の
方
向
性
を
考
え
る
際
、
 

専
門
医
の
意
見
が
聞
け
る
体
制
 

づ
く
り
を
希
望
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
最
新
の
情
報
を
得
た
 

い
と
き
に
、
何
処
に
問
い
合
わ
 

せ
る
か
迷
う
こ
と
も
多
い
。
委
 

託
す
る
検
診
機
関
に
は
、
が
ん
 

検
診
専
門
機
関
と
し
て
、
再
診
 

の
専
門
的
情
報
を
広
範
囲
か
ら
 

収
集
し
、
提
供
し
て
い
た
だ
く
 

こ
と
を
望
む
。
 

4：
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
 

市
の
集
団
検
診
で
は
、
市
民
 

が
満
足
で
き
、
多
く
の
方
が
受
 

け
た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
検
 

診
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
シ
 

ス
テ
ム
づ
く
り
を
担
え
る
後
任
 

者
が
行
政
に
は
必
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
何
よ
り
も
受
診
者
の
 

信
頼
を
裏
切
ら
な
い
検
診
を
し
 

て
い
く
た
め
に
、
関
係
機
関
や
 

他
の
職
種
と
協
力
し
合
つ
て
、
 

精
度
を
あ
げ
て
い
く
後
継
者
を
 

各
職
種
で
育
成
し
て
い
^̂
と
 

を
望
ん
で
い
る
。
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，
「
土
井
私
案
」
は
廃
案
な
の
 

か
 し

か
し
、
従
事
者
研
究
会
が
 

こ
れ
か
ら
「
検
討
小
委
員
会
」
を
 

作
り
、
昨
年
5月
に
「
施
行
さ
れ
 

た
」
は
ず
の
認
定
技
師
制
度
を
 

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
制
 

度
は
「
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
」
、
 

つ
ま
り
「
廃
案
」
に
な
っ
た
と
受
 

け
取
れ
る
が
、
ど
う
な
の
だ
ろ
 

う
全
く
分
か
ら
な
い
。
聞
く
と
 

こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
か
ら
構
 

成
さ
れ
る
小
委
員
会
で
、
別
な
 

夕
タ
キ
台
を
作
る
こ
と
も
考
え
 

ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た
、
 

「
土
井
私
案
」
は
廃
案
に
な
っ
た
 

わ
け
で
は
な
い
が
、
前
面
に
出
 

さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
理
事
長
 

の
配
慮
も
あ
る
よ
う
だ
。
 

マ
制
度
実
施
の
目
処
は
あ
る
 

の
か
 

来
年
以
降
、
「
検
討
小
委
員
 

会
」
で
議
論
し
て
も
、
そ
の
委
員
 

会
が
実
施
の
目
処
を
持
ち
、
運
 

営
母
体
と
な
る
技
師
組
織
を
作
 

る
気
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
 

う
か
。
 

も
は
や
、
胃
部
認
定
制
度
の
 

必
要
性
を
言
う
技
師
は
少
な
い
。
 

本
来
、
こ
の
認
定
技
師
制
度
は
 

今
か
ら

年̂
前
、
昭
和
お
年
2
 

月
の
老
健
法
施
行
に
向
け
て
実
 

施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
 

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
い
歳
 

月
が
あ
り
な
が
ら
制
度
案
す
ら
 

纏
ま
ら
ず
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
 

座
礁
し
た
責
任
は
放
射
線
技
師
 

に
あ
る
。
未
だ
に
放
射
線
技
師
 

に
は
自
分
の
問
題
を
主
体
的
に
 

受
け
と
め
、
自
己
の
責
任
で
作
 

り
上
げ
る
思
想
が
希
薄
で
あ
る
。
 

ま
た
、
円
消
集
検
学
会
に
も
 

地
方
支
部
に
放
射
線
技
師
組
織
 

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
 

の
組
織
状
況
を
変
え
る
こ
と
を
 

せ
ず
、
医
師
が
技
師
の
問
題
を
 

立
案
し
、
技
師
諸
君
に
は
知
ら
 

し
め
ず
、
論
議
も
起
こ
さ
ず
進
 

め
て
き
た
こ
と
に
今
回
の
事
態
 

が
あ
る
。
技
師
の
こ
と
は
技
師
 

に
責
任
を
持
た
せ
る
以
外
に
方
 

去
は
な
い
。
 

令
理
事
長
の
意
向
に
反
し
た
 

方
向
に
 

大
柴
理
事
長
の
意
向
は
、
原
 

案
を
広
く
示
し
民
主
的
に
論
議
 

を
橾
り
返
し
、
そ
の
な
か
で
討
 

論
に
参
加
し
た
放
射
線
技
師
に
 

責
任
を
自
覚
さ
せ
、
放
射
線
技
 

師
の
人
格
を
育
て
各
支
部
に
制
 

度
を
運
営
す
る
組
織
を
作
り
上
 

げ
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
 

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
認
定
技
 

師
制
度
は
理
事
長
の
意
向
と
は
 

全
く
反
し
た
方
向
に
動
き
だ
 

し
、
技
師
の
存
在
と
は
掛
け
離
 

れ
て
立
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
 

成
9
年
5
月
お
日
に
原
案
を
採
 

決
し
た
の
は
、
委
員
：
：
名
中
出
 

席
し
た
技
師
は
1
名
と
い
う
、
 

放
射
線
技
師
問
題
を
審
議
す
る
 

に
は
極
め
て
不
適
切
な
構
成
の
 

「
集
検
従
事
者
委
員
会
」
で
あ
つ
 

た
。
 

令
現
状
で
実
施
見
込
は
あ
る
 

か
 平

成
9年
：
：
月
に
開
催
さ
れ
 

た
理
事
会
で
、
大
柴
理
事
長
は
 

認
定
技
師
制
度
を
本
来
の
技
師
 

の
手
に
戻
す
よ
う
意
向
を
示
さ
 

れ
た
。
し
か
し
、
来
年
以
降
に
 

(
案
)
が
で
き
て
、
各
地
方
支
部
 

の
放
射
線
技
師
の
間
で
そ
れ
が
 

論
議
さ
れ
て
、
や
が
て
「
土
井
 

私
案
」
に
代
わ
る
改
訂
案
が
決
 

ま
っ
た
と
し
て
も
、
制
度
を
運
 

営
す
る
組
織
作
り
に
は
更
に
年
 

月
が
必
要
だ
。
 

実
質
的
に
は
来
年
度
か
ら
 

の
、
老
健
法
に
よ
る
が
ん
検
診
 

補
助
金
打
ち
切
り
一
股
財
源
化
 

に
よ
っ
て
、
消
化
管
造
影
検
診
 

を
取
り
巻
く
状
況
の
方
が
目
ま
 

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
と
思
わ
れ
 

【
学
会
認
定
放
^̂
技
師
制
度
の
経
過
】
(理
一
 

令
平
成
7
年
^
月
が
日
(
仙
台
 

市

)
認

定

医

お

よ

び

認

定
 

医
更
新
の
件
 

(
土
井
監
事
発
言
)
放
射
線
技
 

師
部
会
よ
り
技
師
認
定
制
度
に
 

讨
す
る
要
望
が
あ
っ
た
。
 

(
大
柴
理
事
長
発
言
)
基
本
的
 

に
は
支
部
会
を
レ
べ
ル
ア
ッ
プ
 

し
て
支
部
内
で
技
師
と
の
関
連
 

性
を
も
ち
認
定
技
師
制
度
の
問
 

題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
を
提
 

案
し
た
い
。
 

令
平
成
8
年
5
月
ぬ
日
(
東
京
 

都
)
3
協
議
事
項
︱
も
そ
の
他
 

土
井
偉
誉
氏
の
理
事
就
任
に
 

伴
い
同
理
事
を
集
検
従
事
者
研
 

究
会
担
当
理
事
と
す
る
こ
と
が
 

追
加
決
定
さ
れ
た
。
 

令
平
成
8
年
^
月
2
日
(
松
江
 

市

)
そ

の

他
 

土
井
集
検
従
事
者
研
究
会
担
 

当
理
事
よ
り
常
設
委
員
会
と
し
 

て
「
集
検
従
事
者
研
究
会
企
画
 

委
員
会
」
を
袓
織
し
た
い
旨
の
 

申
し
入
れ
が
あ
り
、
検
討
の
結
 

果
、
名
称
を
「
集
検
従
事
者
研
究
 

会
委
員
会
」
と
し
て
承
認
さ
れ
 

た
。
委
員
会
の
構
成
は
学
会
正
 

会
員
7
名
、
放
射
線
技
師
代
表
 

2
名
、
保
健
婦
代
表
2
名
と
す
 

る
。
 

令
平
成
9
年
5
月
"
日
(
浜
松
 

市
)
1
3
協
議
事
項
8
；
そ
の
 

他
 日

本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

集
検
従
事
者
研
究
会
委
員
会
内
 

規

(
案

)
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
認
 

定
消
化
管
撮
影
放
射
線
技
師
制
 

度

(
案

)
 

に
つ
い
て
、
土
井
担
当
理
事
よ
 

り
説
明
が
あ
り
発
足
に
向
け
て
 

作
業
を
進
め
る
こ
と
を
了
承
さ
 

れ
た
。
 

(
集
検
従
事
者
研
究
会
委
員
会
 

の
準
備
会
が
5
月
お
日
に
開
催
 

さ
れ
る
)
 

令
平
成
9
年
"
月
2
：
日
(
鹿
児
 

島

市

)
集

検

従

事

者

研

究
 

会
の
件
(
土
井
理
事
)
 

〇
理
事
長
発
言
 

集
検
従
事
者
技
師
認
定
の
 

件
に
関
し
て
は
各
地
方
会
で
あ
 

施
さ
れ
た
い
。
こ
の
た
め
に
支
 

部
会
員
を
整
理
把
握
し
支
部
親
 

約
の
整
合
性
を
図
る
。
現
在
は
 

放
射
線
技
師
、
保
健
婦
な
ど
の
 

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
対
象
で
あ
り
、
 

超
音
波
集
検
技
師
に
つ
い
て
は
 

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
 

大
腸
X
線
検
査
技
師
問
題
 

検
討
委
員
会
の
設
置
承
認
 

第
^
回
日
本
大
腸
検
査
学
会
総
会
(
平
成
^
年
^
月
"
〜
お
日
、
新
潟
市
)
 

大
腸
X
線
検
査
に
携
わ
る
放
 

射
線
技
師
教
育
の
た
め
の
研
修
 

会
開
催
、
放
射
線
技
師
が
大
腸
 

X
線
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
る
 

法
制
度
問
題
の
検
討
委
員
会
の
 

設
置
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
 

ら
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
 

議
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
 

作
年
；
：
月
開
催
さ
れ
た
、
第
 

；
2回
日
本
大
腸
検
査
学
会
総
会
 

の
教
育
セ
ミ
ナ
12一
プ
ン
ラ
 

ン
ナ
I癌
研
付
属
病
院
内
科
 

丸
山
雅
一
〉
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
 

ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
「
よ
り
優
れ
た
 

大
腸
X
線
検
査
法
を
求
め
て
」
 

の
討
論
に
お
い
て
、
下
記
3提
 

案
、
①
放
射
線
技
師
の
た
め
の
 

大
腸
X
線
検
査
臨
床
実
習
研
修
 

会
の
開
催
、
②
標
準
方
式
を
含
 

め
大
腸
X
線
検
査
法
検
討
委
員
 

会
の
設
置
、
③
大
腸
X
線
検
査
 

学
会
認
定
放
射
線
技
師
検
討
委
 

員
会
の
設
置
を
、
日
本
大
腸
検
 

査
学
会
に
要
請
す
る
こ
と
が
参
 

加
の
医
師
と
放
射
線
技
師
に
よ
 

り
承
認
さ
れ
、
具
体
化
へ
一
歩
 

踏
み
出
し
た
。
 

そ
れ
を
受
け
、
去
る
平
成
^
 

年

月̂
お
日
、
新
潟
市
で
開
催
 

さ
れ
た
第
2
回
日
本
大
腸
検
査
 

学
会
総
会
で
は
、
鶴
田
恭
央
技
 

師
(
霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
 

団
)
の
教
育
講
演
「
注
腸
X
線
検
 

査
に
携
わ
る
放
射
線
技
師
か
ら
 

の
提
言
」
の
討
論
の
中
で
、
海
老
 

根
精
一
一
座
長
の
呼
び
か
け
に
応
 

え
、
日
本
大
腸
検
査
学
会
が
検
 

討
委
員
会
を
設
置
す
る
旨
の
、
 

勝
健
一
理
事
長
の
賛
成
意
見
 

が
あ
り
、
よ
う
や
く
大
腸
X
線
 

検
査
放
射
線
技
師
の
道
筋
が
開
 

力
れ
た
。
 

正
式
な
理
事
会
へ
の
要
請
は
、
 

平
成
川
年
2
月
お
日
付
け
、
日
 

本
大
腸
検
査
学
会
勝
健
一
学
 

会
理
事
長
、
同
平
塚
秀
雄
理
事
、
 

同
教
育
セ
ミ
ナ
1
0丸
山
雅
一
 

委
員
長
宛
て
に
、
「
日
本
大
腸
検
 

査
学
会
会
則
第
6章
に
則
り
検
 

討
委
員
会
を
設
置
し
、
技
師
部
 

会
を
組
織
し
て
ほ
し
い
」
と
の
 

願
が
、
霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
 

業
団
海
老
根
精
一
一
放
射
線
技
 

師
よ
り
、
左
記
の
提
案
事
項
と
 

共
に
文
書
で
出
さ
れ
た
。
 

提
案
事
項
 

し
放
射
線
技
師
部
会
の
組
織
化
 

を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
 

射̂
線
技
師
部
会
会
則
の
 

検
討
 

射
線
技
師
研
修
会
開
催
 

規
程
の
検
討
 

日̂
本
大
腸
検
査
学
会
認
定
 

大
腸
X
線
検
査
技
師
規
程
の
拔
 

霄
 

の̂
他
、
大
腸
X線
検
査
 

技
師
の
業
務
内
容
等
の
検
討
 

1大
腸
X
綠
検
査
法
の
精
度
I 

理
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
1！
 

り
大
腸
X
線
検
査
法
精
度
管
 

理
指
針
の
作
成
 

全̂
国
共
通
の
教
育
カ
リ
 

キ
ュ
ラ
ム
，
テ
キ
ス
ト
の
作
4？
5
 

"大
腸
X
線
検
査
法
精
度
管
 

理
研
修
会
の
開
催
 

①
開
催
地
は
全
国
8
支
部
 

(北
海
道
.東
北
.関
東
甲
 

信
越
，
東
海
北
陸
1
近
畿
I 

中
国
四
国
.
九
州
.
沖
繩
)
 

に
区
分
し
て
開
催
 

支
部
が
研
修
委
員
長
 

を
選
出
し
、
講
師
は
支
部
 

内
の
医
師
.
技
師
に
委
嘱
 

③
受
講
料
は
運
営
を
各
方
 

部
に
委
任
す
る
た
め
支
部
 

に
一
任
す
る
。
(！
〜̂
：
!̂!;
 

：
?大
腸
X
線
検
査
の
精
度
維
 

爭
会
議
事
録
よ
り
)
0
リ
 

0
集
検
従
事
者
委
員
会
構
成
 

メ
ン
メ
I各
支
部
認
定
医
1
 

名
、
！

射̂
線
技
師
，
保
健
婦
各
 

1名
7計
；
：
名
。
 

0
す
研
究
会
の
下
部
組
織
と
 

し
て
集
検
従
事
者
研
究
会
検
討
 

委
員
会
の
設
置
が
要
請
さ
れ
承
 

認
さ
れ
た
。
 

0
土
井
担
当
理
事
よ
り
日
本
 

消
化
器
集
団
検
診
学
会
集
検
^
 

事
者
研
究
会
委
員
会
の
件
に
つ
 

い
て
、
標
記
委
員
会
規
約
に
つ
 

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
 

つ
い
て
は
一
部
の
語
句
の
訂
正
 

を
し
、
上
記
研
究
会
規
約
と
し
 

て
承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
認
定
 

放
射
線
技
師
制
度
規
約
(
案
)
に
 

つ
い
て
説
明
が
あ
つ
た
が
細
部
 

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
 

た
め
検
討
委
員
会
で
更
に
検
討
 

を
加
え
る
。
 

命
平
成
2
年
5
月
？
？
日
(
大
阪
 

市
)
 II1

各̂
委
員
会
報
告
 

集̂
検
従
事
者
研
究
会
委
員
会
 

(
土
井
担
当
理
事
)
 

〇
学
会
認
定
放
射
線
技
師
制
 

度
規
約
(
案
)
及
び
実
施
細
則
 

(
案
)
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
 

決
定
を
待
つ
て
作
業
を
進
め
 

の
案
件
に
つ
い
て
の
検
 

討
委
員
会
は
、
各
支
部
よ
り
認
 

定
医
7
名
、
技
師
部
会
よ
り
推
 

薦
さ
れ
る
技
師
7
名
及
び
担
当
 

理
事
の
計
；
2名
と
す
る
。
 

11.ぇ
集
検
従
事
者
研
究
 

会
の
件
 

〇
諸
種
検
討
の
結
果
、
前
回
 

(
鹿
児
島
)
決
定
の
と
お
り
標
記
 

研
究
会
を
継
続
す
る
。
さ
し
あ
 

た
り
、
認
定
放
射
線
技
師
制
度
 

化
に
向
け
て
作
業
を
進
め
る
こ
 

と
が
決
ま
っ
た
。
 

正
会
員
で
な
い
集
検
従
事
 

者
は
支
部
会
に
入
会
す
る
こ
と
 

を
基
本
と
す
る
。
こ
の
為
、
各
支
 

部
は
支
部
規
約
の
整
合
性
を
図
 

り
会
員
名
簿
を
明
確
に
し
、
会
 

員
種
別
の
項
目
に
部
会
会
員
を
 

設
け
、
集
検
従
事
者
の
入
会
を
 

促
進
す
る
。
土
井
担
当
理
事
に
 

は
各
支
部
に
会
則
改
正
、
技
師
 

部
会
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
名
簿
の
 

作
成
を
要
請
。
支
部
会
則
お
よ
 

び
支
部
会
員
名
簿
の
完
成
を
 

待
っ
て
、
認
定
放
射
線
技
師
制
 

度
規
則
お
よ
び
実
施
細
則
の
検
 

討
委
員
会
を
開
催
す
る
。
な
お
ノ
 

委
員
会
の
構
成
は
各
支
部
よ
り
 

認
定
医
ー
名
、
放
射
線
技
師
ー
 

名
、
集
検
従
事
者
研
究
会
委
員
 

会
担
当
理
事
の
計
12名
と
す
る
。
 

持
向
上
に
た
め
、
研
修
修
了
者
 

に
試
験
を
行
い
、
そ
れ
に
合
格
 

し
適
性
者
と
認
め
ら
れ
た
者
に
、
 

日
本
大
腸
検
査
学
会
認
定
技
師
 

の
名
称
を
付
与
す
る
。
 

①
日
本
大
腸
検
査
学
会
認
定
 

技
師
制
度
施
行
細
則
を
検
討
 

1
検
討
委
員
会
で
検
討
後
設
置
 

さ
れ
る
委
員
会
の
名
称
(
案
)
 

2̂
射
線
技
師
部
会
設
置
委
 

員
会
 大

腸
X
線
検
査
法
精
度
管
 

理
委
員
会
 

以
上
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^^^1：^9〖ス一バ一がん保議]1口 

診断給付金 一時金として100万円 

入院給付金 1曰につき，万5千円 

1力月は0日）の場合45万円 

在宅療養給付金退院につき（退院時に 20万円 

通院給付金 1曰につき5千円 

死亡保険金 150万円 

攀家族ぐるみのご契約もできます。 

※診断給付金'通院給付金-死亡保険金については.支払搴由発生 

時の年齢が満65)8以上の場合はそれぞれ半額になります。 

十 

「がん」 

疾病 
以外で入院されたとき 

(災害）入院初期給付金一時金として2万円 

疾病（^害）入院!&付金の支払われる入院をされたとき 

「がん」以外で入院されたとき 

疾病（災塞）入院給付金 1日につき5千円 

手術されたとき 

手術給付金，回につき(手術の種8により）5-10-20万円 

病気または傷軎で3！定の手術をされたとき 

參保障は自勛更新により90歳までご808いただけます： 

^疾病（災害）入院給付金は.主契約の入院給付金か-支払われる日は. 

お支払し、の対象とはなりません。 

健 康 ^ 援 団 

" き 4 

く引受保険会社〉あなたがしっかり考えて選ぶ保険会社でありたい 

^1^0アメリカンファミリ一生 
〒163-0456東京都新宿区西新宿2ノ 

011 
お宿三井ヒソレ121̂  003-3344-2701(代表） 

永
嶋
浩
一
事
務
局
長
は
昨
年
 

8
月
に
病
気
で
倒
れ
、
入
院
加
 

療
し
再
び
元
気
で
事
務
局
に
立
 

ち
現
れ
る
と
心
待
ち
に
し
て
お
 

り
ま
し
た
が
、
去
る
9月

日̂
 

午
後
2
時
お
分
、
肺
炎
の
た
め
 

茨
城
県
牛
久
市
の
病
院
で
逝
去
 

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
は
乃
歳
で
 

し
た
。
 

今
や
戦
時
を
顧
み
る
よ
す
が
 

も
な
い
世
の
中
に
な
つ
て
し
ま
 

い
ま
し
た
が
、
永
嶋
浩
一
事
務
 

局
長
は
数
万
の
戦
死
者
を
だ
し
 

た
無
謀
こ
の
上
も
無
い
、
イ
ン
 

パ
ー
ル
作
戦
の
奇
跡
の
生
還
者
 

と
し
て
生
き
証
人
と
し
て
、
無
 

駄
に
死
ん
だ
犠
牲
者
に
代
わ
り
 

何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
、
自
分
の
生
き
て
来
た
時
間
 

を
使
い
果
た
し
死
ん
だ
男
だ
つ
 

た
と
思
い
ま
す
。
地
方
会
事
務
 

局
長
と
し
て
7年
間
の
仕
事
が
、
 

生
き
証
人
と
し
て
の
最
後
の
務
 

め
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

日̂
午
前
2時
か
ら
川
崎
巿
 

高
津
区
の
七
レ
モ
二
ァ
溝
の
口
 

会
堂
で
行
わ
れ
た
告
別
式
に
は
、
 

市
川
平
三
郎
地
方
会
代
表
世
話
 

人
、
廣
岡
知
男
元
朝
日
新
聞
社
 

社
長
、
佐
藤
真
司
口
本
対
ガ
ン
 

協
会
理
事
を
は
じ
め
多
数
の
 

方
々
が
会
葬
さ
れ
ま
し
た
。
 

永
嶋
浩
一
事
務
局
長
は
大
正
 

〃
年
ー
月
に
生
ま
れ
、
終
戦
後
 

は
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
 

学
校
教
師
を
務
め
、
そ
の
後
に
 

朝
日
新
聞
東
京
本
社
に
新
聞
記
 

者
と
し
て
入
社
し
、
甲
府
支
局
 

長
，
新
潟
支
局
長
，
仙
台
支
局
 

長

名̂
古
屋
本
社
運
動
部
長
.東
 

京
本
社
研
修
所
副
所
長
を
歴
任
 

し
、
朝
日
新
聞
を
退
社
後
、
昭
和
 

2
年
ー
月
か
ら
日
本
対
ガ
ン
協
 

会
事
務
局
次
長
、
お
年
6
月
か
 

ら
事
務
局
長
，
理
事
を
務
め
、
そ
 

の
長
年
の
実
績
を
生
か
し

年̂
 

か
ら
本
地
方
会
事
務
局
長
に
就
 

任
し
ま
し
た
。
 

廣
岡
知
男
元
朝
日
新
聞
社
 

ご
冥
福
を
祈
.
 

す
。
 

長
，
現
高
野
連
 

会
長
並
び
に
佐
 

藤
真
司
日
本
纣
 

ガ
ン
協
会
理
事
 

の

辞̂
を
お
許
 

し
を
得
て
掲
載
 

さ
せ
て
い
た
だ
 

き
、
故
永
嶋
浩
 

一
事
務
局
長
の
 

為
人
を

び̂
、
 

リ
た
い
と
思
い
ま
 

弔

辞
 

永
嶋
浩
一
さ
ん
、
あ
な
た
と
 

私
が
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
は
、
 

あ
な
た
が
東
京
学
芸
大
学
 

附
厲
大
泉
小
学
校
の
先
生
 

を
し
て
お
ら
れ
た
時
で
し
 

た
。
当
時
の
あ
な
た
は
ま
 

だ
若
く
独
身
で
、
ほ
と
ば
 

し
り
出
る
よ
う
な
情
熱
を
 

も
っ
て
小
学
生
の
教
育
に
 

当
た
ら
れ
、
異
色
あ
る
先
 

生
と
し
て
、
若
い
お
母
さ
 

ん
た
ち
の
人
気
の
的
で
し
 

た
。
中
に
は
夫
と
別
れ
て
 

永
嶋
先
生
の
胸
に
飛
び
こ
 

み
た
い
と
思
い
つ
め
た
お
 

母
さ
ん
が
い
た
程
で
し
た
。
 

私
の
子
供
は
三
人
と
も
 

大
泉
小
学
校
に
通
っ
て
い
 

ま
し
た
が
、
と
く
に
先
年
 

亡
く
な
っ
た
息
子
知
彦
は
、
 

組
担
当
の
先
生
と
し
て
、
 

大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
そ
し
て
良
子
 

や
妻
を
通
じ
て
私
自
身
も
 

永
嶋
先
生
と
接
触
す
る
よ
 

う
に
な
り
、
情
熱
と
正
義
 

感
に
あ
ふ
れ
る
好
ま
し
い
 

青
年
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
当
時
、
私
は
朝
日
新
聞
 

東
京
本
社
の
経
済
部
長
で
、
大
 

泉
小
学
校
の
ド
丁
八
会
長
を
仰
 

せ
っ
か
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
 

い
う
状
況
の
中
で
、
永
嶋
先
生
 

は
突
然
、
新
聞
記
者
に
な
り
た
 

い
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
社
会
 

も
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
 

て
私
の
紹
介
で
朝
日
新
聞
に
入
 

社
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
一
一
 

十
七
年
八
月
一
日
付
け
で
山
形
 

支
局
員
と
し
て
、
新
聞
記
者
の
 

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

朝
日
新
聞
入
社
以
来
、
永
嶋
 

記
者
が
ど
う
い
う
活
躍
を
し
た
 

か
、
何
処
で
勤
務
し
た
か
、
聞
い
 

て
は
い
た
害
で
す
が
、
申
し
訳
 

有
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ツ
キ
リ
と
 

は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
山
形
を
 

振
り
出
し
に
、
川
崎
、
北
海
道
の
 

苫
小
牧
な
ど
に
勤
務
し
た
位
の
 

と
こ
ろ
ま
で
は
覚
え
て
い
ま
す
 

が
、
そ
こ
で
ど
ん
な
功
績
が
 

あ
つ
た
か
、
ど
ん
な
失
敗
が
 

あ
つ
た
か
、
聞
い
た
記
憶
が
あ
 

り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
甲
府
、
新
 

潟
、
仙
台
な
ど
、
重
要
都
市
の
支
 

局
長
を
つ
と
め
た
こ
と
も
、
 

知
つ
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
の
 

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
本
人
か
 

ら
も
他
の
人
か
ら
も
、
話
を
聞
 

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
 

近
に
な
つ
て
名
古
屋
 

の
運
動
部
長
を
や
つ
 

た
と
い
う
こ
と
を
知
 

り
ま
し
た
が
、
若
い
 

頃
サ
ッ
カ
ー
を
や
つ
 

て
い
た
と
い
う
こ
と
 

を
聞
い
て
は
い
た
も
 

の
の
、
ど
う
し
て
運
 

動
部
畏
に
な
つ
た
か
 

と
驚
い
て
い
る
有
様
 

で
す
。
最
後
は
上
野
 

淳
一
研
修
所
長
を
補
 

佐
す
る
副
所
長
を
 

も
っ
て
定
年
退
職
し
、
 

そ
の
あ
と
対
ガ
ン
協
 

会
事
務
局
長
を
永
く
 

勤
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
 

研
修
所
も
衬
ガ
ン
協
 

会
も
、
私
の
深
く
か
 

か
わ
つ
た
組
織
だ
け
 

に
、
そ
こ
で
の
活
動
 

業
績
は
承
知
し
て
い
 

そ
れ
に
し
て
も
、
 

全
校
か
ら
誉
め
そ
や
 

、
た
小
学
校
先
生
の
栄
 

え
あ
る
環
境
か
ら
、
有
為
転
変
 

著
し
い
記
者
生
活
に
飛
び
込
ん
 

だ
永
嶋
さ
ん
の
人
生
は
、
ど
う
 

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

永
嶋
さ
ん
と
私
は
、
何
か
の
 

機
会
に
時
々
会
っ
て
、
極
く
短
 

い
会
話
を
か
わ
し
ま
し
た
が
、
 

世
の
中
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
 

半
歩
で
も
一
歩
で
も
前
進
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
情
熱
 

を
感
じ
な
い
こ
と
は
、
一
度
も
 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い
小
 

学
校
先
生
時
代
の
情
熱
が
、
少
 

し
も
失
わ
れ
ず
に
、
一
生
を
貫
 

い
た
こ
と
を
、
こ
の
こ
と
は
物
 

語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

い
ま
、
永
嶋
さ
ん
を
天
上
界
 

へ
る
き
 

追
 

一
き
 

鲁
 

さ
れ
て
：
 

へ
送
る
に
当
た
り
、
私
は
、
永
嶋
 

さ
ん
の
良
心
と
、
永
嶋
さ
ん
の
 

人
生
に
敬
意
を
表
し
、
永
遠
の
 

眠
り
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
 

す
り
ま
す
 

さ
よ
う
な
ら
。
 

一
九
九
八
年
九
月
三
十
日
 

元
朝
日
新
聞
社
社
長
、
 

高
校
野
球
連
合
会
会
長
 

廣
岡
知
男
 

弔

辞
 

「
率
先
垂
範
だ
つ
た
永
嶋
さ
 

ん
」
 

永
嶋
さ
ん
、
確
か
永
嶋
さ
ん
 

が
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
の
は
昨
年
 

の
八
月
で
し
た
。
意
識
を
は
つ
 

き
り
取
り
戻
さ
な
い
ま
ま
、
 

次
々
と
病
院
を
替
わ
ら
れ
ま
し
 

た
。
好
転
し
な
い
病
状
に
、
い
つ
 

か
こ
ん
な
風
な
お
別
れ
の
と
き
 

が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
 

覚
悟
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

こ
う
し
て
遺
影
を
前
に
し
ま
す
 

と
、
改
め
て
朝
日
新
聞
に
お
ら
 

れ
た
こ
ろ
の
よ
う
に
、
叱
ら
れ
 

る
こ
と
も
誉
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
 

も
う
な
い
と
い
う
こ
と
、
永
嶋
 

支
局
長
を
囲
ん
で
の
新
潟
会
も
 

開
け
な
く
な
っ
た
こ
と
に
、
口
水
 

妖
い
と
す
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
 

新
潟
地
震
の
復
興
が
よ
う
や
 

く
軌
道
に
の
り
だ
し
た
昭
和
四
 

十
年
八
月
、
永
嶋
さ
ん
は
甲
府
 

支
局
長
か
ら
新
潟
支
局
長
に
 

さ
つ
そ
う
と
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
時
の
新
潟
支
局
に
は
一
一
十
代
 

の
記
者
十
一
一
、
三
人
が
ゴ
ロ
ゴ
 

口
し
て
お
り
ま
し
て
、
新
し
い
 

支
局
長
は
ど
ん
な
人
か
、
が
最
 

大
の
関
心
事
で
し
た
。
他
県
の
 

仲
間
か
ら
「
こ
ん
ど
新
潟
に
ゴ
 

ジ
ラ
が
行
く
ぞ
」
と
い
う
一
報
 

が
前
触
れ
で
し
た
。
(ご
遺
族
の
 

方
々
に
は
、
永
嶋
さ
ん
の
二
ッ
 

ク
ネ
ー
ム
を
呼
ぶ
こ
と
を
お
許
 

し
下
さ
い
)。
ど
ん
な
に
恐
い
支
 

局
長
か
と
心
配
し
た
の
で
あ
り
 

ま
す
が
、
ゴ
ジ
ラ
と
呼
ば
れ
る
 

い
わ
れ
は
、
こ
れ
と
狙
っ
た
仕
 

事
は
多
少
の
障
害
が
あ
つ
て
も
 

踏
み
越
え
て
直
進
す
る
。
そ
れ
 

に
、
永
嶋
さ
ん
の
大
き
い
体
と
、
 

こ
わ
も
て
の
中
に
あ
る
温
か
さ
 

と
優
し
さ
か
ら
、
ゴ
ジ
ラ
と
い
 

う
二
ッ
ク
ネ
Iム
が
つ
い
た
、
 

と
分
か
る
ま
で
さ
ほ
ど
時
間
は
 

か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
^̂
 

永
嶋
さ
ん
の
記
者
教
1̂
、
 

一
口
で
言
う
と
「
叱
り
上
手
、
誉
 

め
上
手
」
で
、
そ
の
う
え
率
先
垂
 

範
で
し
た
。
当
時
、
新
潟
県
で
は
 

知
事
が
県
議
会
議
員
に
お
中
元
 

と
し
て
現
金
一
一
十
万
円
配
る
と
 

い
う
事
件
で
す
つ
た
も
ん
だ
し
 

て
お
り
ま
し
た
。
永
嶋
さ
ん
は
、
 

自
分
で
も
取
材
し
な
が
ら
、
若
 

い
記
者
に
事
件
の
背
景
を
え
ぐ
 

る
解
説
記
事
を
積
極
的
に
書
か
 

せ
ま
し
た
。
書
い
た
そ
の
記
者
 

は
後
に
、
「
あ
れ
は
新
聞
記
者
と
 

し
て
の
宝
だ
つ
た
」
と
話
し
て
 

お
り
ま
し
た
。
記
者
教
育
の
う
 

ま
さ
は
、
さ
す
が
、
教
育
者
か
ら
 

転
じ
た
だ
け
あ
る
と
、
仲
間
と
 

話
し
合
っ
た
も
の
で
し
た
。
 

永
嶋
さ
ん
は
研
修
所
副
所
長
 

を
最
後
に
、
昭
和
五
十
一
一
年
に
 

：
：
：
本
対
ガ
ン
協
会
に
移
ら
れ
、
 

事
務
局
長
と
し
て
、
が
ん
の
予
 

防
運
動
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
 

か
く
い
う
小
生
も
現
在
、
対
ガ
 

ン
協
会
で
働
い
て
い
る
の
で
わ
 

か
る
の
で
す
が
、
永
嶋
さ
ん
は
 

朝
日
新
聞
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
率
 

先
垂
範
で
、
支
部
の
人
た
ち
を
 

ま
と
め
、
全
国
四
十
六
支
部
の
 

ネ
ッ
ト
ヮ
︱
ク
が
出
来
た
の
は
、
 

永
嶋
さ
ん
の
大
き
な
仕
事
で
し
 

た
。
そ
の
関
係
か
ら
か
、
支
部
の
 

人
達
か
ら
大
変
慕
わ
れ
、
当
時
 

の
付
き
合
い
の
深
さ
が
し
の
ば
 

協
会
は
今
年
創
立
四
十
周
年
 

を
迎
え
ま
し
た
が
、
創
立
三
十
 

周
年
の
と
き
に
編
慕
し
た
「
協
 

会
三
十
年
史
」
は
、
永
嶋
さ
ん
の
 

手
に
な
る
も
の
で
し
た
。
現
在
、
 

協
会
の
四
十
年
史
を
編
集
中
で
 

す
が
、
永
嶋
三
十
年
史
が
基
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
永
嶋
さ
ん
 

の
遺
志
が
継
が
れ
て
い
る
と
 

言
つ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
 

対
ガ
ン
協
会
を
退
職
し
た
後
 

は
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
の
事
務
局
 

長
と
し
て
学
会
な
ど
に
積
極
的
 

に
参
加
さ
れ
、
「
胃
集
検
通
信
」
 

と
い
う
広
報
紙
の
発
刊
に
は
新
 

聞
記
者
時
代
の
広
範
な
知
識
で
 

会
員
を
指
導
さ
れ
た
、
と
同
学
 

会
の
世
話
人
代
表
で
国
立
が
ん
 

セ
ン
タ
︱
の
名
誉
院
長
で
あ
る
 

お
川
平
三
郎
先
生
が
絶
賛
さ
れ
 

て
い
ま
し
た
。
 

映
画
の
ゴ
ジ
ラ
は
何
度
も
生
 

き
返
り
上
映
さ
れ
、
そ
の
度
に
 

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ヒ
ッ
ト
の
 

秘
密
の
一
つ
は
、
ゴ
ジ
ラ
の
持
 

つ
秘
め
た
優
し
さ
だ
と
い
わ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
当
時
は
駆
け
出
 

し
記
者
だ
っ
た
私
ど
も
も
、
一
 

人
一
一
人
と
朝
日
新
聞
の
定
年
を
 

迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
永
嶋
さ
 

「
十
一
年
分
の
未
納
会
費
を
送
金
 

し
て
来
た
」
瀧
澤
正
雄
さ
ん
の
手
紙
 

今
年
の
九
月
、
市
川
平
ニ
郎
 

世
話
人
代
表
宛
て
に
、
書
簡
と
 

十
一
年
分
の
会
費
四
万
四
千
円
 

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

「
謹
啓
秋
冷
の
季
節
に
な
り
 

ま
し
た
。
先
生
に
は
お
変
わ
り
 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
、
小
生
は
お
 

蔭
様
に
て
つ
つ
が
な
く
老
後
の
 

生
活
を
送
つ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
こ
の
度
、
家
の
一
部
改
 

築
の
た
め
本
棚
を
整
理
し
て
お
 

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会
費
請
求
 

の
封
筒
が
見
つ
か
り
び
つ
.く
り
 

致
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
 

六
月
十
三
日
に
東
京
か
ら
転
送
 

さ
れ
ま
し
た
郵
便
物
で
、
人
事
 

な
書
類
だ
か
ら
と
本
棚
に
揷
し
 

て
お
き
、
農
業
と
共
同
り
ん
ご
 

園
の
作
業
に
年
中
無
休
で
働
い
 

て
い
る
内
に
会
費
納
入
を
忘
れ
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
平
成
一
年
七
月
よ
 

り
鹿
教
湯
病
院
、
平
成
一
一
年
四
 

月
よ
り
清
泰
会
病
院
に
て
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
業
務
を
細
々
と
続
け
て
 

お
り
ま
す
。
 

こ
こ
に
今
ま
で
の
会
費
十
一
 

年
分
金
四
万
四
千
円
を
同
封
致
 

し
ま
す
。
年
会
費
が
値
上
げ
に
 

な
つ
て
お
り
ま
し
た
ら
後
日
追
 

加
送
金
致
し
ま
す
。
 

ま
ず
は
会
費
滞
納
を
お
詫
び
 

申
し
ヒ
げ
ま
す
と
共
に
ご
挨

;̂
 

申

し

上

げ

ま

す

。

敬

白
 

平
成
十
年
九
月
三
日
 

龍
睪
正
雄
 

世
話
人
代
表
 市

"平
一
一
一
@先
生
」
 

ん
の
そ
の
優
し
さ
は
、
時
と
し
 

て
甦
り
、
楽
し
い
思
い
で
と
と
 

も
に
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
ま
 

す
ま
す
強
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
 

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
安
ら
 

か
に
お
や
す
み
く
だ
さ
い
。
 

一
九
九
八
年
九
月
三
十
日
 

日
本
对
ガ
ン
協
会
理
事
，
事
務
 

局
長
(
元
朝
日
新
聞
記
者
)
 

佐
藤
真
司
 

編
集
後
3
 

ニ
ー
-口
 

気
が
つ
く
と
、
「
徳
川
慶
喜
」
 

を
見
な
が
ら
そ
の
時
代
の
出
来
 

事
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
ま
だ
 

人
が
階
級
で
支
配
さ
れ
て
い
た
 

世
に
、
関
東
甲
信
越
藩
は
下
級
 

武
士
も
入
れ
て
藩
の
運
営
を
協
 

議
し
て
い
た
が
、
藩
会
議
に
下
 

級
武
士
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
な
 

ど
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
藩
が
全
国
 

に
は
あ
る
。
幕
府
が
全
国
一
制
 

度
に
と
考
え
て
も
そ
れ
は
無
理
 

だ
、
各
藩
に
任
せ
た
制
度
が
適
 

し
て
い
る
に
決
ま
つ
て
い
る
。
 

『
認
定
技
師
制
度
」
は
後
継
者
を
 

育
成
す
る
指
導
技
師
を
作
る
為
 

の
も
の
で
、
免
許
証
を
与
え
る
 

制
度
で
は
な
い
。
 

腑
抜
け
な
技
師
を
嘆
い
て
い
 

た
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戟
の
数
少
 

な
い
生
存
者
、
青
年
将
校
永
嶋
 

事
務

長̂
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

今
は
、
炉
端
で
暖
を
取
り
な
が
 

ら
、
若
者
が
年
寄
り
の
話
を
聞
 

く
家
庭
な
ど
は
な
い
。
だ
か
ら
、
 

年
寄
り
の
長
い
年
月
に
ど
ん
な
 

人
生
の
日
々
が
あ
っ
た
の
か
を
 

知
ら
な
い
。
年
寄
り
も
己
の
人
 

生
を
語
る
す
べ
を
忘
れ
黙
し
て
、
 

た
だ
の
老
人
に
さ
れ
て
い
る
。
 

弔
辞
で
そ
の
人
を
知
る
世
の
中
 

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
無
人
の
 

イ
ン
タ
︱
ネ
ッ
ト
の
情
報
と
向
 

き
合
っ
て
い
る
だ
け
で
、
人
の
 

語
り
に
頷
く
機
会
さ
え
な
い
、
 

こ
れ
か
ら
長
く
生
き
て
行
く
若
 

者
達
に
と
つ
て
も
不
幸
な
時
代
 

だ
。
 

(
佐
藤
)
 

0編
集
委
員
 

霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

安

掛

武

ー
 

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
^
 

今
井
貴
で
 

鍰
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

海
老
根
精
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
 

小
沢
浩
美
 

荒
川
保
健
所
予
防
課
 竹

林

窣

子
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

林

學
 

研
附
属
病
院
 

米

倉

福

男
 

頑
張
る
あ
な
た
に
、
心
強
い
ェ
︱
ル
を
お
く
る
保
険
。
 

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
Iの
〈
健
康
応
援
団
2《
乂
〉
で
す
。
 

い
ち
ば
ん
心
配
な
が
ん
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
 

割
安
な
保
険
料
で
病
気
.ケ
ガ
ま
で
ま
と
め
て
保
障
。
 

い
ざ
と
い
う
時
に
い
っ
し
ょ
に
全
力
で
闘
う
、
 

頼
り
に
な
る
保
険
で
す
。
 

が
ん
、
 病

ケ̂
ガ
ヒ
 2な
 で
輯
ぅ
 


